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２
０
１
５
年
度 
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

再
生
エ
ネ
負
担
額
約
２
倍
に

　

経
済
産
業
省
は
２
０
１
５

年
４
月
28
日
、
総
合
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
「
長
期

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
小

委
員
会
」
で
事
務
局
案
と
し

て
２
０
３
０
年
度
の
電
源
ミ

ッ
ク
ス
目
標
を
発
表
し
た
。

廉
価
で
ク
リ
ー
ン
な
電
力
を

安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
組
合
せ
。
そ

　

こ
の
電
源
構
成
の
目
標
で

論
議
を
呼
ん
で
い
る
の
が
、

原
発
の
割
合
で
あ
る
。
現
政

権
復
帰
後
の
２
０
１
４
年
４

月
に
決
定
し
た
第
４
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、
原

子
力
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

構
造
の
安
定
性
に
寄
与
す
る

重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
」
と
位
置
づ
け
た
。
だ
が

電
源
構
成
の
数
値
目
標
は
、

原
発
再
稼
働
の
見
通
し
が
立

た
な
い
こ
と
か
ら
先
送
り
し

て
い
た
。
今
回
の
発
表
で
、

政
府
の
経
済
性
を
重
視
し
た

「
原
発
の
復
活
方
針
」
が
明

示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
日
本
で
は
２
０
１

６
年
に
電
力
の
小
売
り
全
面

自
由
化
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
自
由
化
競
争
後
、

ど
の
よ
う
な
事
業
者
が
生
き

残
り
、
市
場
を
構
成
す
る
の

か
は
不
透
明
で
あ
る
。

　

１
９
９
８
年
に
全
面
電
力

自
由
化
を
ス
タ
ー
ト
し
た
ド

イ
ツ
で
は
、
４
大
電
力
会
社

と
、
地
元
電
力
会
社
約
９
０

０
社
が
、
し
の
ぎ
を
削
っ
て

い
る
。
競
争
市
場
で
は
不
利

と
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら

地
元
電
力
会
社
は
シ
ュ
タ
ッ

ト
ベ
ル
ケ
と
呼
ば
れ
、
19
世

紀
以
降
、
民
間
や
個
人
で
は

対
応
で
き
な
い
電
力
、ガ
ス
、

熱
、
水
道
、
交
通
と
い
っ
た

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
運
用
を

行
っ
て
き
た
公
共
サ
ー
ビ
ス

事
業
体
で
あ
る
。

　

日
本
で
も
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
雇
用
の

創
出
な
ど
で
地
域
貢
献
を
目

指
す
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
ジ

ャ
パ
ン
と
い
う
企
業
が
２
０

１
５
年
３
月
に
設
立
さ
れ

た
。
地
方
自
治
体
で
は
、
人

口
減
少
に
よ
る
過
疎
化
や
税

収
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
農
業
・
林
業
・
水
産
業
な

ど
の
第
一
次
産
業
の
衰
退
、

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
設
備

の
老
朽
化
な
ど
多
く
の
問
題

が
顕
在
化
し
て
い
る
。
わ
が

国
で
も
、
大
手
電
力
会
社
に

全
面
依
存
し
な
い
地
域
主
体

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
構
築
が
望

ま
れ
て
い
る
の
は
確

か
で
あ
る
。

　

地
域
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
地
産
地
消
を
目
指
す

シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
型
事
業

体
を
展
開
し
、
地
域
に
密
着

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
で
き
れ
ば
、
地
域
経

済
は
大
き
く
活
性
化
さ
れ
て

い
く
だ
ろ
う
。

▼
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

　

電
力
の
安
定
供
給
の
確

保
、
電
気
料
金
の
引
き
下

げ
、
需
要
家
の
選
択
肢
の

多
様
化
と
新
規
参
入
機
会

の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
、

２
０
１
３
年
４
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
電
力
市
場
の

改
革
方
針
の
こ
と
。

　

２
０
１
５
年
に
電
力
広

域
的
運
営
推
進
機
関
を
発

足
、
２
０
１
６
年
に
電
力
小

売
り
市
場
を
全
面
自
由
化
、

２
０
２
０
年
に
大
手
電
力
会

社
の
送
配
電
部
門
を
切
り
離

す
「
発
送
電
分
離
」
の
実
施
、

と
い
う
３
段
階
の
工
程
で
進

め
ら
れ
る
。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固

定
価
格
買
い
取
り
制
度

　

略
称
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（Feed 

in Tariff 

）。
日
本
で
は
２
０

１
２
年
７
月
に
導
入
さ
れ

た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、

地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
）
で
発

電
さ
れ
た
電
気
の
買
い
取

り
を
、
電
力
会
社
に
義
務

づ
け
る
制
度
。
国
が
定
め

た
価
格
で
一
定
期
間
継
続

さ
れ
る
。
買
い
取
り
費
用

は
電
気
料
金
に
加
え
ら

れ
、需
要
家
が
負
担
す
る
。

　

そ
れ
ま
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
発
電
費
用
が

高
く
普
及
が
進
ま
な
か
っ

た
が
、
こ
の
制
度
に
よ
り

コ
ス
ト
回
収
の
め
ど
が
た

ち
、
特
に
買
い
取
り
価
格

が
高
い
太
陽
光
は
導
入
量

が
急
増
し
た
。

総
額
は
初
め
て
１
兆
円
を
超

え
た
。
金
額
が
膨
れ
上
が
っ

た
要
因
は
主
に
太
陽
光
発
電

の
導
入
量
が
急
速
に
増
加
し

た
た
め
。

　

太
陽
光
の
買
い
取
り
価
格

は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
10

㌔
㍗
以
上
の
設
備
で
６
月
末

ま
で
は
１
㌔
㍗
時
当
た
り
29

円
、
７
月
以
降
は
27
円
。
住

宅
用
な
ど
10
㌔
㍗
未
満
は
33

定
し
た
。

　

電
気
料
金
に
加
算
さ
れ
需

要
家
が
負
担
す
る
賦
課
金
の

単
価
は
１
㌔
㍗
時
当
た
り

１
・
58
円
。
月
３
０
０
㌔
㍗

時
使
用
す
る
標
準
家
庭
で
は

月
額
４
７
４
円
に
な
る
。
前

年
度
は
同
２
２
５
円
（
０
・

75
円
／
㌔
㍗
時
）。
よ
っ
て

今
年
度
は
、
そ
の
２
倍
以
上

の
負
担
と
な
る
。
賦
課
金
の

　

経
済
産
業
省
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
：
左

欄
用
語
解
説 

）
に
お
け

る
２
０
１
５
年
度
の
賦
課
金

お
よ
び
買
い
取
り
価
格
を
決

円
ま
た
は
35
円
（
出
力
制
御

対
応
機
器
設
置
義
務
の
有
無

に
よ
る
）。
い
ず
れ
も
設
備

価
格
の
低
下
な
ど
を
勘
案
し

て
単
価
を
低
く
し
た
。
た
だ

し
比
較
的
規
模
の
小
さ
い

（
２
０
０
０
㌔
㍗
未
満
）
未

利
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ

い
て
は
前
年
度
の
32
円
か
ら

40
円
に
上
げ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
陸
上
風
力
、

洋
上
風
力
、
地
熱
、
中
小
水

力
、
未
利
用
木
質
以
外
の
バ

イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
は
前
年

度
か
ら
の
単
価
を
継
承
し
据

え
置
い
た
。

風
の
子
楽
習
館
＠
島
根
県

環
境
体
験
型
施
設
ナ
ビ

ク
ー
ル
ビ
ズ
で
地
元
を
Ｐ
Ｒ

迫
る 

温
暖
化
リ
ス
ク

拝
見
！ 

エ
コ
現
場

の
将
来
見
通
し
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

原
発
の
割
合
は
20
〜
22
％

程
度
と
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
22
〜
24
％
程
度
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
は

２
０
１
３
年
度
時
点
で
水
力

を
含
め
10
・
７
％
だ
っ
た
の

で
、
そ
の
倍
以
上
の

大
幅
な
伸
び
を
見
込

ん
で
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化

天
然
ガ
ス
）
比
率
は
27
％
程

度
、
石
炭
は
26
％
程
度
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
前
提
と
な

る
２
０
３
０
年
時
点
の
電
力

需
要
に
関
し
て
は
、
現
状
で

推
移
し
た
場
合
に
比
べ
て
、

17
％
の
節
電
を
達
成
す
る
こ

と
も
目
標
と
し
て
い
る
。
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オープンしました！

　

２
０
１
５
年
４
月
、
環
境
省
は
２
０

１
３
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

確
報
値
を
発
表
し
た
。
総
排
出
量
は
、

前
年
度
比
１
・
２
％
（
１
７
０
０
万
㌧
）

増
の
14
億
８
０
０
万
㌧
だ
っ
た
。

　

今
回
の
確
報
値
で
は
、
２
０
１
４
年

12
月
に
発
表
し
た
速
報
値
か
ら
、
算
定

の
基
準
と
な
る
統
計
が
改
訂
さ
れ
た
た

め
、
最
新
年
度
の
数
値
だ
け
で
な
く
過

去
の
各
年
度
に
お
け
る
排
出
量
も
修
正

さ
れ
た
。
速
報
値
で
は
２
０
１
３
年
度

の
総
排
出
量
が
過
去
最
大
に
な
っ
て
い

た
が
、
確
報
値
で
は
２
０
０
７
年
度
の

14
億
１
２
０
０
万
㌧
に
次
い
で
多
い
数

値
と
な
っ
た
。

　

環
境
省
で
は
、
２
０
１
３
年
度
の
排

　

部
門
別
の
前
年
度
比
は
、
工
場
な
ど

の
産
業
部
門
が
０
・
７
％
（
２
９
０
万

㌧
）
減
、
自
動
車
な
ど
の
運
輸
部
門
が

０
・
７
％
（
１
６
０
万
㌧
）
減
、
業
務

そ
の
他
部
門
が
９
・
９
％
（
２
５
０
０

万
㌧
）
増
、家
庭
部
門
が
１
・
３
％
（
２

７
０
万
㌧
）
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
以
外
の
温

室
効
果
ガ
ス
で
、
前
年
度
よ
り
排
出
量

が
増
加
し
た
の
は
９
・
２
％
（
Ｃ
Ｏ
２

換
算
で
は
２
７
０
万
㌧
）
増
の
ハ
イ
ド

ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
類
（
オ
ゾ
ン
層

出
量
が
前
年
度
よ
り
増
加
し
た
要
因

に
、
火
力
発
電
で
の
石
炭
消
費
量
が
増

加
し
た
こ
と
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
商
業

施
設
な
ど
の
「
業
務
そ
の
他
部
門
」
で

電
力
や
石
油
製
品
の
消
費
が
増
加
し
た

こ
と
、
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

業
務
部
門
が
９
・
９
％
増
加

を
破
壊
す

る
フ
ロ
ン

な
ど
の
代

替
物
質
）、

８
・
４
％
（
同
10
万
㌧
）
増
の
三
ふ
っ

化
窒
素
（
半
導
体
や
液
晶
の
製
造
工
程

な
ど
で
使
用
さ
れ
る
）。
ま
た
、
セ
メ

ン
ト
製
造
な
ど
で
発
生
す
る
非
エ
ネ
ル

ギ
ー
起
源
の
Ｃ
Ｏ
２

も
前
年
度
比
１
・

８
％
（
１
３
０
万
㌧
）
増
加
し
た
。
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温室効果ガス1.2%増

　

今
年
も
環
境

省
主
催
の
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
て
い

る
。
夏
至
か
ら
七
夕
ま
で
の

約
半
月
の
期
間
中
、
温
暖
化

防
止
の
た
め
照
明
を
消
そ
う

と
い
う
呼
び
掛
け
だ
。
期
間

の
最
初
と
最
後
の
両
日
は
特

別
実
施
日
と
し
て
２
時
間
の

一
斉
消
灯
が
行
わ
れ
る
。
昨

年
は
全
国
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

施
設
や
店
舗
な
ど
が
参
加

し
、
こ
の
２
日
だ
け
で
約
70

万
㌔
㍗
時
が
削
減
で
き
た
と

い
う
申
告
が
あ
っ
た
。

▼
７
月
７
日
は
間
近
。
あ
る

い
は
環
境
省
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
終
了
後
、
小
欄
に
初
め
て

目
を
通
し
た
読
者
も
お
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
参

加
で
き
な
か
っ
た
と
歯
噛
み

す
る
こ
と
は
な
い
。
旧
暦
に

基
づ
く
今
年
の
「
伝
統
的
七

夕
」
は
８
月
20
日
だ
。

▼
一
般
的
な
七
夕
の
行
事
は

今
の
暦
に
な
っ
て
も
旧
暦
と

同
じ
７
月
７
日
に
行
わ
れ
て

い
る
。
か
つ
て
は
比
較
的
晴

天
率
の
高
い
時
期
だ
っ
た
が

現
在
は
た
い
て
い
梅
雨
の
季

節
。
夜
空
に
天
の
川
を
挟
ん

だ
織
り
姫
と
彦
星
の
姿
を
観

察
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ

で
２
０
０
１
年
か
ら
国
立
天

文
台
が
伝
統
的
七
夕
の
日
を

提
唱
し
た
。
太
陰
太
陽
暦
を

ベ
ー
ス
に
独
自
の
定
義
で
七

夕
の
日
を
算
出
し
て
い
る
。

▼
伝
統
的
七
夕
の
日
に
は
、

国
立
天
文
台
な
ど
の
共
催
で

「
明
か
り
を
消
し
て
星
を
み

よ
う
」
と
呼
び
掛
け
る
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

催
さ
れ
る
。
照
明
が
邪
魔
し

な
い
自
然
の
夜
空
を
彩
る
星

の
下
で
、
年
一
度
の
逢
瀬
の

伝
説
を
思
い
浮
か
べ
た
い
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量 

26
％
削
減
へ

の
削
減
率
（
25
・
４
％
）
も

並
記
し
て
登
録
す
る
方
針
。

　

政
府
は
目
標
案
の
了
承
に

先
立
っ
て
、
２
０
３
０
年
時

点
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

　

複
数
の
発
電
方
式
を
組
み

合
わ
せ
て
、
安
定
的
な
電
気

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
つ
く
る
こ

と
。
発
電
方
式
に
は
、
天
然

ガ
ス
火
力
、
石
炭
火
力
、
石

油
火
力
、
原
子
力
、
太
陽
光

や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
発
電
源

が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
長

一
短
の
特
性
を
持
つ
。

　

１
９
７
０
年
代
の
日
本
で

は
石
油
火
力
を
主
と
し
て
い

た
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を

き
っ
か
け
に
、
脱
石
油
化
と

発
電
源
の
多
様
化
を
進
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
ミ
ッ
ク
ス
で
は
環
境
へ
の

も
示
し
て
い
る
。
削
減
率
は

こ
の
電
源
構
成
の
想
定
に
基

づ
い
て
導
い
た
。
想
定
す
る

電
源
構
成
で
は
、
ま
ず
省
エ

ネ
に
よ
り
全
体
の
総
発
電
量

を
17
％
程
度
抑
え
た
う
え

で
、
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料

を
56
％
、
原
子
力
を
20
〜
22

％
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
22
〜
24
％
に
す
る
。

７
％
、
地
熱
が
１
・
０
〜
１
・

１
％
と
し
た
。
天
候
に
左
右

さ
れ
る
太
陽
光
と
風
力
を
約

９
％
と
低
く
し
、
比
較
的
安

定
性
の
高
い
水
力
、
バ
イ
オ

マ
ス
、
地
熱
を
よ
り
多
く
確

保
し
た
い
考
え
だ
。

　

削
減
目
標
は
、
国
民
へ
の

意
見
公
募
を
経
て
最
終
決
定

し
、
７
月
中
に
も
国
連
の
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
事
務
局

に
提
出
す
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

内
訳
は
、
水
力
が
８
・
８
〜

９
・
２
％
、
太
陽
光
が
７
・

０
％
、
バ
イ
オ
マ
ス
が
３
・

７
〜
４
・
６
％
、
風
力
が
１
・

施
策
を
積
み
上
げ
た
結
果
。

　

こ
れ
ま
で
基
準
年
を
２
０

０
５
年
と
し
て
き
た
が
、
削

減
率
が
他
国
に
比
べ
有
利
に

な
る
２
０
１
３
年
を
用
い

た
。
ア
メ
リ
カ
が
示
し
て
い

る
削
減
率
（
目
標
年
：
２
０

２
５
年
）
は
２
０
０
５
年
比

で
は
26
〜
28
％
だ
が
２
０
１

３
年
比
で
は
18
〜
21
％
に
な

る
。
同
様
に
Ｅ
Ｕ（
目
標
年
：

２
０
３
０
年
）
は
35
％
が
24

％
に
な
り
、
い
ず
れ
も
日
本

の
ほ
う
が
上
回
る
。た
だ
し
、

国
連
に
は
、
安
易
な
基
準
年

の
変
更
が
信
用
を
失
う
と
し

て
、
２
０
０
５
年
度
比
換
算

　

２
０
１
５
年
末
に
フ
ラ
ン

ス
の
パ
リ
で
開
か
れ
る
気
候

変
動
枠
組
み
条
約
第
21
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
に

向
け
、
各
国
に
は
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
の
自
主
目
標

の
提
出
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
回
政
府
が
了
承
し
た

の
は
、
そ
の
国
際
的
な
約
束

の
目
標
案
。
総
排
出
量
が
約

10
億
４
２
０
０
万
㌧
に
な
る

26
％
の
削
減
率
は
、
省
エ
ネ

の
強
化
推
進
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
、
原

子
力
発
電
所
の
稼
働
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
吸
収
源

と
な
る
森
林
の
整
備
な
ど
の

 

政
府
案
了
承 
13
年
度
比
２
０
３
０
年
度
目
標 

　

２
０
１
５
年
６
月
、
政
府
は
国
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
量
の
新
し
い
目
標
案
を
了

承
し
た
。
２
０
３
０
年
度
に
２
０
１
３
年
度
比
で
26
％
削
減
と
い
う
内
容
。
削
減
目
標
を
算

出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
電
力
を
ま
か
な
う
か
を
想
定
す

る
電
源
構
成
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
）
案
も
事
前
に
了
承
さ
れ
て
い
る
。

日本の温室効果ガス排出削減目標案

影
響
、
経
済
性
、
運
用
の
利

便
性
、
燃
料
調
達
の
安
定
性

な
ど
、
各
発
電
源
の
特
性
を

考
慮
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
安
価
な
電
気
を
安
定
供
給

す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。

2015年春季号 クロスワードパズルの答え

答えは「ユネスコ」でした。
多数のご応募ありがとうございました。

指
示
す
る
な
ど
全
国
規
模
で

の
需
給
調
整
を
行
う
、
い
わ

ば
電
力
安
定
供
給
の
管
制
塔

の
役
割
を
担
う
。

　

広
域
機
関
は
、
大
手
電
力

会
社
や
新
電
力
な
ど
す
べ
て

の
電
気
事
業
者
に
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
国
の
認

可
法
人
。
ス
タ
ー
ト
時
か
ら

加
盟
会
員
数
は
約
６
０
０

　

２
０
１
５
年
４
月
、
３
段

階
に
分
け
て
実
施
さ
れ
る
電

力
シ
ス
テ
ム
改
革
（
左
欄
用

語
解
説 

）
の
第
１
弾
で

あ
る
「
電
力
広
域
的
運
営
推

進
機
関
（
広
域
機
関
）」
が

発
足
し
、活
動
を
開
始
し
た
。

災
害
や
需
要
の
急
増
な
ど
で

電
力
が
不
足
す
る
地
域
に
、

別
地
域
か
ら
の
電
力
融
通
を

社
。
実
務
は
加
盟
社
か
ら
の

出
向
職
員
を
中
心
に
１
０
０

人
強
の
体
制
で
始
動
し
た
。

初
代
の
理
事
長
は
前
政
策
研

究
大
学
院
大
学
副
学
長
の
金

本
良
嗣
氏
。
第
三
者
的
に
活

動
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
評
議
員

会
の
議
長
に
は
三
菱
電
機
相

談
役
の
野
間
口
有
氏
が
選
任

さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
そ
の
電
力

会
社
の
管
轄
エ
リ
ア
で
電
力

不
足
が
心
配
さ
れ
る
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に
電
力
融

通
な
ど
の
交
渉
を
行
っ
て
い

た
。
広
域
機
関
は
、
そ
の
調

整
作
業
を
一
手
に
引
き
受

け
、
余
裕
の
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
不
足
す
る
エ
リ
ア
へ
の
送

電
を
指
示
す
る
。
従
わ
な
い

と
き
に
は
罰
則
を
科
す
権
限

も
あ
る
。
そ
の
た
め
全
国
規

模
で
の
発
電
状
況
を
常
に
把

握
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
監

視
し
て
い
く
。
出
力
制
御
が

難
し
い
太
陽
光
や
風
力
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

電
源
を
よ
り
多
く
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
、
他
電
源
と
運

用
の
調
整
を
行
う
の
も
重
要

な
仕
事
に
な
る
。

　

電
力
会
社
ご
と
に
計
画
し

て
い
た
送
電
線
の
配
備
も
、

広
域
機
関
が
取
り
ま
と
め
、

地
域
間
連
系
線
や
周
波
数
変

換
設
備
の
設
置
な
ど
全
国
規

模
で
送
電
イ
ン
フ
ラ
の
増
強

を
図
っ
て
い
く
。

電
力
改
革
第
１
弾 

広
域
機
関
発
足

安
定
供
給
の
管
制
塔 

全
国
規
模
で
需
給
調
整

賦課金単価の推移

太陽光買い取り価格（円 /kWh）
●大規模（10kW以上）

●住宅用（10kW未満）

電力広域的運営推進機関

国内排出量 ２０１3年度 確報値

▼削減率
 ・2013年度比 26.0％削減
 ・2005年度比 25.4％削減

▼目標年度／実施期間
 ・２０３０年度
 ・２０２１年４月１日～２０３１年３月３１日

　

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
と
お
り
で

す
。
グ
レ
ー
の
二
重

囲
み
マ
ス
に
あ
る
４

つ
の
文
字
を
組
み
合

わ
せ
た
「
ユ
ネ
ス
コ
」

が
正
解
。
今
回
も
、
８

面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を

用
意
し
ま
し
た
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※ 東京、中部、関西電力管内は出力制御対応機器
の設置義務がなく、それ以外は設置義務がある。

期
す
る
地
域
密
着
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス

ニ 　 ガ ッ コ
ホ ー ス 　 ド
ン ユ 　 ク モ
テ 　 タ ラ ノ
ク ネ ン 　 ヒ

（年度） 2013 2014 2015
総　額

（億円・当初見込み）3,289 6,520 1兆3,222

単価（円 /kWh） 0.35 0.75 1.58
（標準家庭月額［円］） 105 225 474

年度 2014 2015
（4/1～6/30）

2015
（7/1～）

単価 32 29 27

出力制御対応
機器設置義務 2014 2015

なし
37

33
あり 35

▼ 設立の目的
全国規模でスムーズな電力融通が行えるよ
う送配電網の整備を進めること。同時に災
害時の電力不足や、出力制御が難しい再
生可能エネルギーの導入拡大などに対応
できる電力需給調整機能を強化すること。

▼ 主な業務内容
・発電から送配電、需要設備までの電力系
統計画や需給計画を取りまとめる。それを
もとに、送電インフラ（周波数変換設備、
地域間連系線など）の増強、各電力会社
の管轄エリアを超えた全国規模の運用、な
どを図っていく。
・災害時の電力不足などには発電量の増加
や電力融通を指示し、需給調整を行う。
・平常時には、各管轄エリアの需給バランス
や周波数調整を監視し、広域的な運用の
調整を行う。
・新しい発電設備の受付、電力統計に関する
情報公開　など。

電源構成の想定（％）

２０１３年度 ２０３０年度

石油

原子力
再生可能
エネルギー

LNG（天然ガス）

石炭

43

15

11

30

27

3

22～24

26

20～22

1



（ 2 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１５年 （平成２７年） 夏季　第 41号　【季刊】

い
問
題
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
環
境
適
合
性
に
関

し
て
は
今
年
末
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に

お
け
る
日
本
の
国
際
的
な
立
場

も
考
慮
さ
れ
る
。
た
だ
、
そ
こ

に
は
全
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
わ
ず
か
４
％
を
占
め

る
だ
け
の
日
本
が
、
い
く
ら
国

内
の
排
出
削
減
活
動
を
進
め
て

も
、
効
果
は
限
定
さ
れ
る
と
の

見
方
も
あ
る
。
日
本
が
最
も
貢

献
す
べ
き
は
、
省
エ
ネ
技
術
の

新
興
国
へ
の
提
供
だ
と
い
う
論

調
だ
。

　

海
外
に
提
供
で
き
る
省
エ
ネ

技
術
と
い
え
ば
、
一
般
に
、
発

電
効
率
の
高
い
電
源
施
設
や
消

費
電
力
の
少
な
い
機
器
、
燃
費

性
能
の
よ
い
エ
ン
ジ
ン
な
ど
ハ

ー
ド
面
の
分
野
だ
と
み
ら
れ
て

い
る
。
だ
が
、
電
気
の
使
い
方

を
見
直
す
運
用
の
改
善
と
い
う

ソ
フ
ト
面
も
「
省
エ
ネ
技
術
」

に
含
め
、
そ
れ
を
世
界
に
広
め

る
こ
と
も
、
地
球
温
暖
化
問
題

の
対
策
と
し
て
、
大
き
な
貢
献

が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
当
社
は
考
え

て
い
る
。
国
民
性
の

違
い
を
乗
り
越
え
ら

れ
る
だ
け
の
運
用
改

善
と
い
う
「
省
エ
ネ

技
術
」
を
構
築
し
た

い
。
そ
の
た
め
現
在

は
国
内
で
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
懸
命
に
積
み
上

げ
て
い
る
最
中
だ
。

　

当
社
の
進
め
る

「
省
エ
ネ
技
術
」
の

前
提
は
、
無
理
な
節

電
と
は
異
な
る
。

　

温
暖
化
問
題
に
加

え
、
高
騰
す
る
電
気

料
金
へ
の
対
応
も
あ

り
、
企
業
に
と
っ
て

節
電
は
大
き
な
テ
ー
マ
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
節
電
の
名
の
も

と
に
生
産
性
の
低
下
を
招
い
て

は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ま

で
施
設
利
用
者
の
感
じ
て
い
た

快
適
性
が
失
わ
れ
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
エ
ア
コ
ン
の
稼
働

を
無
理
に
抑
え
た
職
場
で
は
、

作
業
効
率
は
低
減
し
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
こ
と
を
十

分
認
識
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

無
理
な
節
電
で
は
な
く
、「
無

駄
を
省
く
省
エ
ネ
」
の
継
続
が

必
要
な
の
だ
。

　

多
く
の
企
業
に
当
社
が

推
奨
し
て
い
る
省
エ
ネ
の

手
法
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計

画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
取
り
組

み
で
、
無
駄
の
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
を
定
着
さ
せ

る
や
り
方
だ
。

　

最
初
に
「
見
え
る
化
」

で
現
状
を
把
握
す
る
。
そ

こ
か
ら
設
備
の
運
用
上
の

無
駄
を
見
つ
け
、
改
善
方

策
を
導
き
出
す
。
方
策
が

で
き
れ
ば
、
従
業
員
も
巻

き
込
み
省
エ
ネ
活
動
の
実

施
。
そ
の
後
、
再
度
「
見

え
る
化
」
を
利
用
し
て
改

善
状
況
の
検
証
を
し
、
次

の
改
善
策
の
検
討
を
行
い

実
行
に
移
す
。

　

こ
の
繰
り
返
し
の
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
当
社

は
、
今
後
の
重
要
課
題
は
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
強
化
だ
と
判

断
し
た
。
途
切
れ
る
こ
と
な
く

省
エ
ネ
活
動
の
サ
イ
ク
ル
を
回

NIHON TECHNO　２０15.07

　

２
０
１
５
年
４
月
、
経
済
産

業
省
は
、
国
内
で
消
費
さ
れ
た

石
油
・
石
炭
・
ガ
ス
な
ど
の
化

石
燃
料
の
ほ
か
、
電
力
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
消
費

量
を
ま
と
め
た
「
２
０
１
３
年

度
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
実
績
（
確

報
）」
を
公
表
し
た
。

　

２
０
１
３
年
度
の
最
終
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
前
年
度
比

１
・
０
％
減
で
３
年
連
続
の
減

少
と
な
っ
た
。
２
０
０
８
年
度

に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

で
前
年
度
比
７
・
０
％
減
に
落

ち
込
ん
だ
消
費
量
は
、
２
０
１

０
年
度
に
同
４
・
３
％
の
増
加

に
転
じ
た
が
、
東
日
本
大
震
災

後
の
２
０
１
１
年
度
か
ら
減
少

が
続
い
て
い
る
。

　

今
回
公
表
さ
れ
た
２
０
１
３

年
度
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

９
％
）を
占
め
る
石
油
が
同
０
・

６
％
減
、
次
い
で
消
費
量
が
多

い
（
24
・
９
％
）
電
力
が
同
０
・

１
％
減
だ
っ
た
。
し
か
し
、
シ

ェ
ア
３
位
（
11
・
３
％
）
の
石

炭
は
、消
費
量
を
伸
ば
し
同
１
・

５
％
の
増
加
。
そ
の
ほ
か
増
加

し
て
い
る
の
は
、
天
然
ガ
ス
、

都
市
ガ
ス
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
他
で
、
前
年
度
比
は
そ
れ

ぞ
れ
２
・
０
％
、
０
・
７
％
、

21
・
１
％
の
増
加
に
な
っ
て
い

　

東
日
本
大
震
災
以
降
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
は
激
変
し
て
い

る
。
電
力
小
売
り
の
全
面
自
由

化
は
来
年
に
迫
り
、
原
発
の
稼

働
を
見
込
ん
だ
電
源
構
成
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
）
案
も
発

表
さ
れ
た
。
安
全
性
（Safety

）

の
確
保
を
前
提
に
、
安
定
供
給

（Energy Security

）、
経
済
性

（Economic Effi  ciency

）、
環

境
適
合
性
（Environment

）、

い
わ
ゆ
る
「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
の
適

切
な
バ
ラ
ン
ス
で
の
電
源
構
成

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
は
難
し

る
。

　

２
０
１
３
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
率
は
８
・
３
％
（
原
子

力
を
国
産
と
し
た
場
合
）、
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
度
は
92
・

４
％
、
石
油
依
存
度
は
45
・
７

％
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出

量
は
、
化
石
燃
料
の
消
費
量
が

増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
前
年

度
比
１
・
１
％
の
増
加
と
な
り
、

東
日
本
大
震
災
前
の
２
０
１
０

年
度
と
の
比
較
で
は
８
・
４
％

増
に
な
っ
て
い
る
。

量
を
３
つ
の
部
門
で
み
る
と
、

企
業
が
前
年
度
比
０
・
１
％
減
、

家
庭
が
同
２
・
６
％
減
、
運
輸

部
門
が
同
２
・
４
％
減
だ
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
別
で
み
る

と
、
消
費
量
の
約
半
数
（
48
・

　

集
団
停
電
の
原
因
の
多
く
は

落
雷
。
日
本
テ
ク
ノ
監
視
セ
ン

タ
ー
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
２
０

１
４
年
の
集
団
停
電
の
発
生
件

数
は
全
国
で
１
万
６
１
３
８

件
、
そ
の
う
ち
７
月
は
４
１
４

８
件
、
８
月
は
２
０
６
９
件
だ

っ
た
。

　

ま
た
、
雷
発
生
地
域
の
特
徴

も
興
味
深
い
。
全
国
各
地
の
気

象
台
の
観
測
に
基
づ
い
て
、
気

　
　

　

し
か
し
、
自
然
現
象
で
あ
る

落
雷
の
発
生
を
止
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
日
本
テ
ク
ノ
監
視

セ
ン
タ
ー
で
は
、
顧
客
の
高
圧

受
電
設
備
か
ら
遠
隔
監
視
装
置

に
よ
っ
て
自
動
通
報
さ
れ
る
警

報
情
報
を
も
と
に
24
時
間
体
制

で
対
応
し
て
い
る
。
そ
こ
で
緊

７月８月 落雷急増

　

２
０
１
４
年
11
月
、
気
候
変

動
が
原
因
で
今
世
紀
末
ま
で
に

落
雷
が
50
％
ほ
ど
増
加
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
の
研
究
論
文

が
、
米
科
学
誌
サ
イ
エ
ン
ス
に

掲
載
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
世

界
の
気
温
が
１
℃
上
昇
す
る
ご

と
に
落
雷
が
約
12
％
増
加
す
る

と
推
計
し
た
。
世
界
の
気
温
は

今
世
紀
末
ま
で
に
４
℃
上
昇
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の

と
き
の
落
雷
は
50
％
の
増
加
に

な
る
計
算
だ
。

　

地
球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
な
ど
に
と
も
な

い
、
日
本
で
も
関
東
地
方
を
中

心
に
落
雷
被
害
は
増
加
傾
向
に

国
内
消
費
量 

３
年
連
続
減
少

今
夏
の
電
力
、
必
要
予
備
率
を
確
保

昨
年
同
様
、数
値
目
標
な
し
の
節
電
要
請
を
継
続

あ
る
。
製
造
設
備
や
事
務
機
器

な
ど
電
気
設
備
の
高
機
能
化
が

進
む
現
在
、
企
業
に
と
っ
て
も

落
雷
被
害
の
リ
ス
ク
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。

　
　

　

年
間
を
通
じ
て
７
月
と
８
月

は
、
集
団
停
電
（
一
つ
の
原
因

で
10
件
以
上
の
停
電
が
発
生
し

た
場
合
を
カ
ウ
ン
ト
）
が
頻
繁

に
発
生
す
る
時
期
だ
。

eco topicseco topics
太
陽
光
飛
行
機
、日
本
に
着
陸

　

２
０
１
５
年
６
月
、
愛
知
県
営

名
古
屋
空
港
に
飛
行
機
が
緊
急
着

陸
し
た
。
化
石
燃
料
を
一
切
使
わ

ず
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で

空
を
飛
ぶ
プ
ロ
ペ
ラ
機
「
ソ
ー
ラ

ー･

イ
ン
パ
ル
ス
２
」。
今
年
３

月
、
世
界
一
周
飛
行
に
向
け
て
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
首
都
ア
ブ

ダ
ビ
を
離
陸
し
て
い
た
。イ
ン
ド
、

中
国
、
太
平
洋
、
ア
メ
リ
カ
、
大

西
洋
な
ど
を
巡
り
約
５
カ
月
か
け

て
３
万
５
０
０
０
㌔
㍍
を
飛
ぶ
計

画
中
、
天
候
不
良
の
た
め
、
当
初

計
画
に
は
な
か
っ
た
日
本
に
降
り

立
っ
た
。

　

同
機
に
は
約
１
万
７
０
０
０
枚

の
太
陽
電
池
が
全
幅
72
㍍
の
翼
に

装
備
さ
れ
て
い
る
。
充
電
池
も
あ

り
、
夜
間
も
飛
行
で
き
る
。
１
人

乗
り
の
た
め
、
２
人
の
操
縦
士
が

交
代
で
世
界
初
の
ソ
ー
ラ
ー
機
世

界
一
周
に
挑
戦
し
て
い
る
。
８
〜

９
月
を
目
標
に
、
ゴ
ー
ル
到
達
を

目
指
す
。

　

ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン
パ
ル
ス
２
は
、

着
陸
し
た
名
古
屋
空
港
で
天
候
の

回
復
を
待
ち
、
次
の
中
間
目
標
地

ハ
ワ
イ
へ
向
か
っ
た
。

節
電
量
の
買
い
取
り 

ル
ー
ル
化

　

２
０
１
５
年
３
月
、
経
済
産
業

省
は
「
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
た
。

ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
と
は
、
企
業
な

ど
が
電
力
会
社
か
ら
の
要
請
で
節

電
し
た
と
き
、
削
減
ぶ
ん
の
電
力

使
用
量
を
買
い
取
っ
て
も
ら
え
る

も
の
。
今
ま
で
一
部
の
企
業
で
採

用
さ
れ
て
い
た
が
、
ル
ー
ル
の
明

確
化
に
よ
り
普
及
促
進
に
弾
み
を

つ
け
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
節
電
要

請
が
な
か
っ
た
場
合
の
電
力
消
費

量
（
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
）
の
設
定
方

法
、
節
電
し
た
電
力
量
を
測
定
す

る
方
法
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

外
来
種
対
策 

行
動
計
画
策
定

　

２
０
１
５
年
３
月
、
環
境
省
は

生
態
系
や
人
の
健
康
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
外
来
種
の
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
行
動
計
画
を
策
定
し
公

表
し
た
。
同
時
に
４
２
９
種
類
の

該
当
動
植
物
を
掲
載
し
た
「
生
態

系
被
害
防
止
外
来
種
リ
ス
ト
」
も

発
表
し
て
い
る
。
外
来
種
の
被
害

防
止
対
策
は
、「
愛
知
目
標
」（
２

０
１
０
年
に
名
古
屋
で
開
か
れ
た

生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国

会
議
で
採
択
）
で
、
各
国
に
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
。
こ
れ
を
受
け

て
、
今
回
の
行
動
計
画
と
リ
ス
ト

が
公
表
さ
れ
た
。

　

行
動
計
画
で
は
対
策
の
普
及
啓

発
と
い
っ
た
「
８
つ
の
基
本
的
考

え
方
」
や
、
国
が
実
施
す
べ
き
１

２
７
の
行
動
な
ど
を
示
し
た
。
リ

ス
ト
に
は
緊
急
対
策
外
来
種
に
ア

ラ
イ
グ
マ
、
侵
入
予
防
外
来
種
に

ヒ
ア
リ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。

２
０
１
４
年
、
世
界
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
額 

約
32
兆
円
に

　

２
０
１
５
年
３
月
、国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）

は
、
全
世
界
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
投
資
動
向

に
関
す
る
年
次
報
告
書
で
、
２
０
１
４
年
の
投
資
額

が
３
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
と
発
表
し
た
。

　

年
間
の
投
資
額
は
２
０
１
３
年
の
17
％
増
に
当
た

る
２
７
０
０
億
ド
ル
（
約
32
兆
円
）
だ
っ
た
。
太
陽

光
発
電
設
備
の
コ
ス
ト
低
下
に
よ
っ
て
、
中
国
と
日

本
で
大
幅
な
導
入
増
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
洋

上
風
力
発
電
の
投
資
額
が
史
上
最
高
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
が
主
な
要
因
。
投
資
額
が
最
も
多
か
っ
た
国
は

中
国
で
８
３
３
億
ド
ル
（
約
10
兆
円
）、
次
い
で
ア

メ
リ
カ
の
３
８
３
億
ド
ル
（
約
４
・
６
兆
円
）、
３

位
は
日
本
で
３
５
７
億
ド
ル
（
約
４
・
３
兆
円
）。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
別
で
は
太
陽
光
が
最
も

多
く
、
全
体
の
半
数
強
を
占
め
る
１
５
０
０
億
ド
ル

（
約
18
兆
円
）
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
世
界
の
総
発
電
量
に
占
め
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は
９
・
１
％
に
な
り
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
排
出
削
減
量
は
１
・
３
ギ
カ

㌧
に
な
っ
て
い
る
。

急
応
動
が
必
要
な
場
合
に
は
電
気

管
理
技
術
者
や
協
力
工
事
店
が
事

故
発
生
の
事
業
場
へ
確
実
に
急
行

で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
駆
使
し
て
、

事
故
発
生
の
事
業
場
か
ら
一
定
距

離
の
範
囲
に
何
人
の
電
気
管
理
技

術
者
や
協
力
工
事
店
が
い
る
か
な

ど
を
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
さ
せ
る
シ

ス
テ
ム
が
そ
れ
だ
。
監
視
セ
ン
タ

ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
最
短
距
離

で
現
場
に
直
行
で
き
る
電
気
管
理

技
術
者
や
協
力
工
事
店
を
選
定

し
、
緊
急
応
動
を
依
頼
す
る
こ
と

で
、
設
備
異
常
の
復
旧
・
改
修
を

迅
速
化
す
る
。
同
社
は
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
、
日
本
全
国
で
均
一
な
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
常
に

体
制
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　

日
々
の
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

で
落
雷
発
生
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す

ほ
か
、
万
が
一
の
状
況
に
備
え
る

こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
た
い
。

2013年度エネルギー需給実績
経済産業省まとめ

　

今
夏（
２
０
１
５
年
８
月
）

の
電
力
需
給
見
通
し
は
、
本

州
と
電
力
系
統
が
連
系
し
て

い
な
い
沖
縄
電
力
を
除
く
９

電
力
管
内
の
合
計
で
、
需
要

に
対
す
る
発
電
能
力
の
余
力

を
示
す
予
備
率
が
７
・
０
％

に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
関
西

電
力
と
九
州
電
力
は
単
独
で

は
３
％
の
予
備
率
を
確
保
で

き
ず
（
そ
れ
ぞ
れ
０
・
８
％

と
▲
３
・
３
％
）、
他
社
か

ら
の
電
力
融
通
で
不
足
分
を

補
う
。

　

こ
の
見
通
し
を
受
け
政
府

は
昨
年
に
続
き
沖
縄
を
除
く

全
国
で
数
値
目
標
の
な
い
節

電
要
請
を
決
め
た
。
期
間
は

８
月
13
日
と
14
日
を
除
く
７

月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
。
電
力
会
社
に

対
し
て
発
電
所
の
保
守
・
保

全
を
強
化
す
る
こ
と
や
、
電

力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
に

対
し
て
需
給
状
況
の
改
善
が

必
要
な
場
合
に
速
や
か
に
電

力
の
融
通
を
指
示
す
る
こ

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

情
報
提
供
と
い
っ
た「
節
電
・

省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
す
る
こ
と
な
ど
も
合
わ

せ
て
行
う
。
万
が
一
、
需
給

の
逼
迫
が
予
想
さ
れ
る
と
き

に
は
「
需
給
逼
迫
警
報
」
で

一
層
の
節
電
を
要
請
す
る
。

　

な
お
、
今
回
の
需
給
見
通

し
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
定
着

し
て
き
た
需
要
家
の
節
電
量

が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
数

値
は
２
０
１
０
年
度
最
大
電

力
比
で
、
北
海
道
７
・
１
％

減
、
東
北
４
・
４
％
減
、
東

京
12
・
２
％
減
、
中
部
４
・

９
％
減
、
関
西
10
・
０
％
減
、

北
陸
４
・
４
％
減
、
中
国
３
・

７
％
減
、
四
国
６
・
０
％
減
、

九
州
８
・
６
％
減
。

す
に
は
、
外
部
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
だ
。

顧
客
企
業
の
省
エ
ネ
活
動
実
績

の
資
料
を
作
成
し
、
助
言
や
今

後
の
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
を
行

う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
当
社

ユ
ー
ザ
ー
に
無
償
で
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
は
各

営
業
担
当
者
が
つ
く
。
こ
の
４

月
か
ら
は
、
営
業
職
の
人
事
評

価
指
標
に
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

実
施
度
を
組
み
込
ん
だ
。
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
は
知
識
も
知

恵
も
必
要
だ
。
そ
の
た
め
の
人

材
を
育
て
る
こ
と
が
急
務
と
な

り
、
管
理
者
の
評
価
指
標
も
人

材
育
成
の
比
重
を
重
く
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
日
本
の

「
省
エ
ネ
技
術
」
の
進
展
に
資

す
る
は
ず
だ
。
当
面
は
先
行
投

資
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
や
が
て

は
当
社
の
進
め
る
運
用
改
善
の

省
エ
ネ
が
世
界
標
準
と
な
り
、

地
球
規
模
へ
の
貢
献
に
つ
な
が

る
と
信
じ
て
い
る
。

電力各社の需給見通し（2015年 8月）

象
庁
が
発
表
し
て
い
る
雷
日
数

の
月
別
平
均
値
（
１
９
８
１
〜

２
０
１
０
年
）
に
よ
る
と
、
４

〜
９
月
は
太
平
洋
側
で
多
く
、

10
〜
３
月
は
日
本
海
側
で
多

い
。
例
え
ば
、
太
平
洋
側
内
陸

部
の
栃
木
県
宇
都
宮
市
は
、
年

間
で
は
24
・
８
日
と
全
国
で
10

位
の
発
生
日
数
だ
が
、
４
〜
９

世界に示す「省エネ技術」へ
エネルギーの使い方を見直す

運用改善の取り組み

　

食
料
自
給
率
向
上
、
担

い
手
不
足
の
農
家
救
済
、

地
方
の
活
性
化
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡

大
…
…
。
本
書
に
は
そ
れ

ら
を
一
挙
に
成
し
遂
げ
る

発
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

提
唱
す
る
の
は
「
６
次

産
業
化
」
＋
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
兼
業
農
家
」
と
い

う
近
未
来
の
農
家
経
営
モ

デ
ル
。
６
次
産
業
化
と
は

農
業
な
ど
の
第
１
次
産

業
が
、
加
工
・
製
造
の
第

２
次
産
業
と
販
売
・
サ
ー

ビ
ス
の
第
３
次
産
業
を
取

り
込
ん
で
い
く
こ
と
。
つ

く
っ
た
農
産
物
を
そ
の
ま

ま
流
通
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
加
工
で
付
加
価
値
を

つ
け
、
さ
ら
に
販
売
ま
で

手
が
け
て
収
益
性
の
改
善

や
雇
用
創
出
を
図
る
。
６

次
産
業
化
は
最
近
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
本
書
は
そ

こ
に
も
う
一
つ
の
収
益
源

を
提
案
す
る
。

　

そ
れ
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

兼
業
」。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
に
よ
っ
て
太
陽

光
発
電
な
ど
の
売
電
利
益

が
見
込
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
農
業
者
ら
が
耕
作
放

棄
地
な
ど
に
発
電
設
備
を

導
入
し
、
作
物
も
電
気
も

同
時
に
つ
く
る
。
規
模
の

拡
大
は
追
わ
ず
、
あ
く
ま

で
地
域
分
散
型
で
、
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
そ
れ
ぞ
れ
を
結
ぶ
。

　

提
案
へ
の
賛
否
は
読
後

の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
が
、

本
書
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
電

力
シ
ス
テ
ム
改
革
ま
で
幅

広
い
知
識
が
得
ら
れ
る
利

点
も
あ
る
。

６次産業化と再生可能エネルギーの活用

（集英社　700円＋税）

Environmental Information

※ 関西および九州電力は、他社からの電力融通により予備率３％
を確保する。2010年度並みの猛暑を想定（中部、関西、九
州は2013年度、沖縄は2009年度）。政府発表資料より。

※ ２０１４年は２月に東京電力管内において大雪の影
響で約４０００件の集団停電が起きた。夏季集団停
電の主原因である落雷とは異なる要因だ。

儲かる農業論　エネルギー兼業農家のすすめ
金子勝／武本俊彦 著

電力会社 最大需要
（万 kW）

供給力
（万 kW）

予備率
（％）

北海道 472 513 8.7
東 北 1,445 1,524 5.5
東 京 5,090 5,650 11.0
中 部 2,597 2,725 4.9
関 西 2,791 2,875 3.0
北 陸 545 580 6.4
中 国 1,128 1,217 7.9
四 国 549 616 12.1
九 州 1,643 1,693 3.0
沖 縄 156 225 43.7

４℃の上昇でカミナリ５割増

迫
る温

暖
化
リ
ス
ク

温
暖
化
リ
ス
ク

温
暖
化
リ
ス
ク

顧
客
の
高
圧
受
電
設
備

に
設
置
し
た
遠
隔
監
視

装
置
が
異
常
を
感
知

す
る
と
、
日
本
テ
ク
ノ

監
視
セ
ン
タ
ー
へ
そ
の

情
報
が
自
動
送
信
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
24
時
間

体
制
で
対
応
に
あ
た
っ

て
い
る
。

２０１４年の国内集団停電発生件数
（日本テクノ監視センター集計）

１　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12（月）

1000

2000

3000

4000

0

（件）

　

２
０
１
５
年
５
月
、政
府
は
関
係
閣
僚
に
よ
る「
電
力
需
給
に
関
す
る
検
討
会
合
」で
、

今
夏
の
電
力
需
給
対
策
を
決
め
た
。
各
電
力
会
社
管
内
で
最
低
限
必
要
な
予
備
率
３
％

が
確
保
で
き
る
見
通
し
を
受
け
、
数
値
目
標
な
し
の
節
電
要
請
な
ど
を
決
定
し
た
。

月
に
限
っ
て
み
る
と

22
・
６
日
で
全
国
１

位
に
な
る
。
日
本
テ

ク
ノ
保
安
部
に
よ
る

と
北
関
東
の
ほ
と
ん

ど
の
顧
客
事
業
場
で

避
雷
器
が
設
置
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
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収
穫
・
精
製
さ
れ
た
だ
け
の
生
豆
は
、

ま
だ
コ
ー
ヒ
ー
と
し
て
の
味
や
香
ば
し
さ

は
な
い
。
生
豆
を
熱
風
で
炒
っ
て
焙
煎
す

る
こ
と
で
、
成
分
が
化
学
変
化
し
、
あ
の

香
り
が
放
た
れ
る
。
苦
味
、
酸
味
、
甘
味

と
い
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
独
特
の
風
味
も
こ
の

と
き
生
ま
れ
る
。

　

お
い
し
さ
を
決
め
る
の
は
焙
煎
中
の
豆

の
温
度
変
化
の
調
整
。
そ
の
た
め
熱
風
の

温
度
管
理
が
重
要
に
な
る
。
Ｕ
Ｃ
Ｃ
は
長

年
一
筋
に
追
求
し
て
き
た
〝
理
想
の
コ
ー

ヒ
ー
〞
を
実
現
す
る
た
め
、
き
め
細
か
な

熱
風
管
理
シ
ス
テ
ム
と
既
存
に
は
な
い

「
ス
チ
ー
ム
＋
熱
風
」
と
い
う
新
し
い
焙

煎
技
術
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
と

　

こ
れ
ま
で
抹
茶
の
生
産
量
が
日

本
一
に
な
っ
た
と
き
で
も
西
尾
の

知
名
度
は
そ
れ
ほ
ど
上
が
ら
ず
、

宣
伝
の
難
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ
が
「
西
尾

の
抹
茶
」
と
バ
ッ
ク
プ
リ
ン
ト
し

た
服
装
の
効
果
は
大
き
く
、
問
合

せ
は
確
実
に
増
え
て
い
る
と
い

う
。
抹
茶
は
現
在
、
海
外
で
も
ブ

　
　
　

★　
　
　
　

★

　

西
尾
市
役
所
は
ク
ー
ル
ビ
ズ
の

導
入
で
地
域
活
性
化
の
波
及
効
果

を
得
た
。
そ
こ
で
今
号
を
含
め
４

回
に
わ
た
り
、
ア
パ
レ
ル
に
焦
点

を
当
て
、
そ
の
製
造
・
物
流
・
販

売
の
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
環
境

対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

１
９
３
３
年
の
創
業
以
来
、
日
本
の
コ

ー
ヒ
ー
文
化
を
創
出
し
、
市
場
を
牽
引

し
て
き
た
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
珈
琲 

株
式
会
社
。

上
質
の
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す
る
た
め
、
農

園
で
の
苗
木
の
育
成
か
ら
、
原
料
輸
入
、

研
究
開
発
、
焙
煎
加
工
・
包
装
、
製
品
販

売
、
品
質
保
証
、
文
化
の
創
出
に
至
る
ま

で
、「
カ
ッ
プ
か
ら
農
園
ま
で
」
の
一
貫

し
た
コ
ー
ヒ
ー
事
業
を
構
築
し
て
き
た
。

　

事
業
活
動
の
礎
と
な
る
コ
ー
ヒ
ー
は
、

健
全
な
コ
ー
ヒ
ー
ベ
ル
ト
（
コ
ー
ヒ
ー
栽

培
が
可
能
な
地
方
）
の
環
境
が
与
え
て
く

れ
た
自
然
の
恵
み
。そ
う
考
え
る
同
社
は
、

多
様
な
生
物
が
共
存
す
る
豊
か
な
地
球
環

境
で
育
っ
た
、
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い

コ
ー
ヒ
ー
の
提
供
を
使
命
と
し
て
い
る
。

主
力
の
「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
工
場
」
は
、

１
９
９
９
年
２
月
に
日
本
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

コ
ー
ヒ
ー
工
場
で
初
め
て
、
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
を
認
証
取
得
。
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が

ら
得
た
も
の
は
、
今
後
の
成
長
に
つ
な
が

る
と
い
う
理
念
が
あ
る
。

同
時
に
焙
煎
時
の
廃
熱
に
も
着
目
し
た
。

　

焙
煎
時
の
廃
熱
に
は
強
い
香
り
が
と
も

な
う
た
め
、
大
気
中
に
放
出
す
る
に
は
、

さ
ら
に
数
百
度
の
バ
ー
ナ
ー
で
熱
し
脱
臭

す
る
必
要
が
あ
る
。
新
型
焙
煎
機
で
は
こ

の
廃
熱
を
再
利
用
し
よ
う
と
考
え
た
。
だ

が
「
ス
チ
ー
ム
＋
熱
風
」
と
い
う
業
界
初

の
焙
煎
技
術
と
廃
熱
の
再
利
用
は
、
前
例

の
な
い
試
み
だ
。
開
発
は
難
航
。
小
型
機

を
つ
く
り
何
度
も
試
作
を
重
ね
、
２
年
半

以
上
の
歳
月
を
か
け
、
よ
う
や
く
完
成
に

こ
ぎ
着
け
た
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

独
自
の
焙
煎
技
術
を
結
集
し
た
「
ア
ロ

マ
ス
タ
ー
」
は
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
工
場

で
２
０
１
５
年
２
月
か
ら
本
格
稼
働
を
開

始
。
熱
風
の

温
度
変
化
を

監
視
し
、
豆

の
温
度
を
自
動
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
な
り
、「
ス
チ
ー
ム
＋
熱
風
」

の
活
用
で
、
豆
の
芯
ま
で
ム
ラ
な
く
ふ
っ

く
ら
と
焙
煎
さ
れ
、
雑
味
を
お
さ
え
た
ク

リ
ア
な
味
覚
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

　

焙
煎
時
の
廃
熱
再
利
用
も
順
調
だ
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ト
ー
タ
ル
使
用
量
は
一
般
的

な
ド
ラ
ム
式
の
熱
風
焙
煎
機
（
同
様
の
機

能
を
付
加
し
た
場
合
）
に
比
べ
約
75
％
削

減
。環
境
対
策
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｃ
の
工
場
で
は
、
ど
ん
な
に
小
さ

な
こ
と
で
も
改
善
案
を
定
期
的
に
１
人
１

件
挙
げ
る
制
度
が
あ
る
。
今
後
も
コ
ー
ヒ

ー
の
お
い
し
さ
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た

め
、
現
場
で
は
ま
た
新
た
な
課
題
を
見
つ

け
、た
ゆ
ま
ぬ
改
善
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

コーヒーは自然から授かった恵み
廃
熱
利
用
で
75
％
減
の
省
エ
ネ

これまでなかった「スチーム＋熱風」の
焙煎技術を実現した「アロマスター」。

「西尾の抹茶」とプリントされたオリジナルポロシャツで執務する市職員。

教
室
は
東
京
湾
最
大
規
模
の
干
潟

　

金
田
小
学
校
で
は
20
年
ほ
ど

前
か
ら
、
盤
州
（
ば
ん
ず
）
干

潟
で
の
環
境
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
。盤
州
干
潟
の
面
積
は
、

１
４
０
０
㌶
。
東
京
湾
で
最
大

規
模
の
広
さ
が
あ
り
、
学
校
か

ら
は
約
３
㌔
㍍
の
距
離
だ
。
子

ど
も
た
ち
は
入
学
か
ら
卒
業
ま

で
の
６
年
間
、
干
潟
で
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
調
べ
学
習
を

行
う
。

　

１
、
２
年
生
の
テ
ー
マ
は
、

干
潟
に
親
し
む
こ
と
。
そ
こ
に

生
息
す
る
生
物
や
草
木
を
使
っ

た
遊
び
を
考
え
、
実
際
に
や
っ

て
み
る
こ
と
で
、
干
潟
が
身
近

で
楽
し
い
遊
び
場
と
な
っ
て
い

く
。
続
く
３
、
４
年
生
で
は
干

潟
を
知
る
こ
と
が
テ
ー
マ
。
干

潟
の
生
物
を
「
貝
・
カ
ニ
・
植

物
・
魚
・
鳥
」
の
５
種
類
に
分

け
て
、
お
の
お
の
が
最
も
興
味

の
あ
る
生
物
に
つ
い
て
、
そ
の

種
類
や
特
徴
を
調
べ
、
現
地
で

観
察
を
し
て
か
ら「
干
潟
図
鑑
」

を
つ
く
る
。

　

５
、
６
年
生
で
は
さ
ら
に
干

潟
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
。

そ
れ
ま
で
の
４
年
間
で
得
た
知

識
を
も
と
に
、
盤
州
干
潟
と
他

エ
リ
ア
の
干
潟
を
比
較
、
世
界

の
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
調
査

の
対
象
を
広
げ
、
レ
ポ
ー
ト
を

仕
上
げ
る
。
ま
た
５
年
生
は
、

干
潟
を
守
る
た
め
に
自
分
た
ち

に
何
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う

視
点
か
ら
ゴ
ミ
拾
い
も
実
施
し

て
い
る
。

　

教
務
主
任
の
土
生
こ
ず
え
さ

ん
は
こ
う
話
す
。「
干
潟
に
流

れ
着
く
ゴ
ミ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
出

る
生
活
ゴ
ミ
で
す
。
子
ど
も
た

ち
も
実
際
に
目
に
す
る
こ
と

児童が手づくり
生物図鑑

シリーズ

2015年６月１日に盤州干潟で行われた干潟学習。
全校児童で生物の観察などを行った。

環境活動を推進する企業の物語

第11話　ＵＣＣ上島珈琲 株式会社

　

千
葉
県
木
更
津
市
の
市
立
金
田
小
学
校
は
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
入
口
、
木

更
津
金
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
あ
る
。
開
校
は
１
８
７
３
年
（
明
治
６
年
）、

１
４
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
現
在
は
全
校
児
童
１
３
２
名
が
通
う
。

で
、
干
潟
と
自
分
た
ち
の
生
活

と
の
つ
な
が
り
を
理
解
し
、
ゴ

ミ
の
出
し
方
な
ど
日
常
生
活
の

あ
り
方
に
ま
で
考
え
が
及
ん
で

い
き
ま
す
」。

 

専
門
家
が
知
識
を
伝
授

　

干
潟
学
習
に
は
専
門
家
の
協

力
が
欠
か
せ
な
い
。
地
元
で
漁

業
を
営
む
斉
藤
高
根
さ
ん
は
、

３
、
４
年
生
の
児
童
を
対
象
に

干
潟
で
多
く
採
れ
る
ア
サ
リ
の

浄
化
作
用
を
テ
ー
マ
に
し
た
特

別
授
業
の
講
師
を
務
め
る
。
米

粉
で
白
濁
さ
せ
た
水
を
使
い
、

ア
サ
リ
が
そ
の
水
を
き
れ
い
に

し
て
い
く
様
子
を
観
察
。
漁
師

と
し
て
の
実
体
験
を
交
え
な
が

ら
、
海
を
守
る
漁
師
の
役
割
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
。

　

毎
年
、
干
潟
の
現
地
学
習
に

同
行
し
て
く
れ
る
の
は
東
邦
大

学
名
誉
教
授
の
風
呂
田
利
夫
さ

ん
。
風
呂
田
さ
ん
は
大
学
で
干

潟
の
研
究
を
長
年
続
け
て
き
た

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。
学
校
で
は

現
地
学
習
を
６
月
に
２
回
、
９

月
に
１
回
の
合
計
３
回
実
施
し

て
い
る
が
、
例
え
ば
春
に
観
察

し
た
渡
り
鳥
の
カ
ワ
ウ
が
、
秋

に
な
る
と
一
気
に
減
り
、
カ
ニ

な
ど
の
生
物
も
姿
を
隠
す
。
そ

ん
な
季
節
に
よ
る
違
い
や
、
子

ど
も
た
ち
の
持
つ
疑
問
に
風
呂

田
さ
ん
が
答
え
る
。
昨
年
の
授

業
で
は
、
千
葉
県
で
絶
滅
危
惧

種
と
さ
れ
て
い
る
ハ
マ
ガ
ニ
を

見
つ
け
、
そ
の
場
で
児
童
を
集

め
て
詳
し
い
説
明
を
始
め
る
な

ど
、
頼
も
し
い
存
在
だ
。

　

干
潟
に
親
し
み
、
干
潟
を
知

り
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
。

子
ど
も
た
ち
は
、
６
年
間
の
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、
盤

州
干
潟
が
持
つ
豊
か
な
生
態
系

や
特
性
を
知
り
、
地
域
へ
の
愛

着
や
誇
り
を
育
ん
で
い
く
。

　
「
今
は
ま
だ
、
全
員
参
加
の

授
業
と
し
て
干
潟
と
か
か
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
、

自
分
た
ち
の
意
思
で
干
潟
と
向

き
合
い
、
守
り
育
て
る
た
め
に

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
一
人

ひ
と
り
が
考
え
て
行
動
で
き
る

よ
う
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
土

生
さ
ん
。
干
潟
を
「
知
る
」
こ

と
が
成
長
の
第
一
歩
に
な
っ
て

い
る
。

【第18回】 木更津市立金田小学校

　

こ
の
施
設
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の

が
、
環
境
に
や
さ
し
い
建
築
設
計
。

屋
根
に
設
置
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
で

館
内
の
電
気
の
一
部
を
ま
か
な
い
、

地
中
熱
を
冷
暖
房
に
有
効
利
用
す
る

な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に

よ
り
、
過
ご
し
や
す
く
快
適
な
空
間

づ
く
り
を
実
現
し
て
い
る
。

　

入
口
か
ら
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
進

む
と
、
左
手
に
小
学
校
の
図
工
室
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
体
験
工
房
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
自
然
素
材
を
使
っ
た

環
境
に
や
さ
し
い
作
品
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
。
公
園
整
備
の
た
め
に

伐
採
し
た
枝
や
流
木
な
ど
も
材
料
と

し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。
ス
ト
ラ
ッ

プ
や
お
も
ち
ゃ
だ
け
で
な
く
、
季
節

限
定
の
工
作
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ

て
い
る
の
も
面
白
い
。

　

さ
ら
に
奥
に
進
む
と
、
多
目
的
ホ

ー
ル
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
き
な

「
風
の
樹
」
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
。「
風
の
樹
」の
周
り
は
、風
や
光
、

音
の
力
を
感
じ
ら
れ
る
体
験
型
ス
ペ

ー
ス
。
空
気
（
風
）
の
力
で
身
体
を

持
ち
上
げ
る
イ
ス
や
、
風
を
利
用
し

て
演
奏
で
き
る
パ
イ
プ
な
ど
の
体
験

型
装
置
が
並
ん
で
い
て
、
気
軽
に
楽

し
み
な
が
ら
自
然
の
力
を
学
べ
る
。

　

ま
た
、
地
引
網
や
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ

ン
を
使
っ
た
野
外
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

が
体
験
で
き
る
公
募
型
の
イ
ベ
ン
ト

も
月
２
、
３
回
行
わ
れ
、
人
気
を
集

め
て
い
る
。
夏
に
行
わ
れ
る
子
ど
も

向
け
の
キ
ャ
ン
プ
（
風
の
子
キ
ャ
ン

プ
）
で
は
、
公
園
内
に
テ
ン
ト
を
張

っ
て
、
飯
ご
う
炊
は
ん
や
魚
釣
り
を

し
な
が
ら
、
自
然
の
中
で
暮
ら
す
知

恵
を
学
ぶ
。

　

こ
こ
手
引
ヶ
丘
公
園
で
は
、
天
気

が
い
い
日
に
は
、お
弁
当
を
持
参
し
、

公
園
と
施
設
を
行
き
来
し
て
一
日
を

過
ご
す
人
が
多
い
そ
う
だ
。

　

自
然
と
触
れ
合
え
る
豊
富
な
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
揃
え
た
風
の
子
楽

習
館
。
夏
休
み
中
は
、
平
日
で
も
一

般
体
験
や
夏
休
み
工
作
が
行
わ
れ
る

予
定
だ
。
こ
こ
で
は
誰
も
が
風
の
子

に
な
り
自
然
を
体
感
で
き
る
。

「
風
の
樹
」
の
周
囲
に
は
自
然
の

力
を
体
験
で
き
る
装
置
が
あ
る
。

自
然
素
材
を
活
用
し
た｢

も
の
づ
く
り
体
験｣

風の子楽習館＠島根県

 かぜのこ がくしゅうかん

住所◉島根県出雲市多伎町口田儀458-1
／電話◉ 0853-86-3644 ／開館時間
◉１１～２月▶9:00～ 17:00、３～５月・
９～１０月▶ 9:00 ～ 18:00、６～８月▶
9:00～19:00／体験実施日◉土日祝日・
春休み・夏休み／休館日◉毎週火曜日（祝
日の場合は翌日）、年末年始／入館料◉
無料（体験学習は有料）／ウェブサイト◉
http://www.kazenoko-taki.com/

　島根県出雲市西部、国道９号線か
ら踏み切りを渡ってすぐのところに
ある手引ヶ丘公園。緑深い山々と雄
大な日本海を望む広々とした公園の
中には、ゆったりとした時が流れて
いる。今回伺ったのは、そんな公園
の中にある体験学習施設「風の子楽
習館」だ。

愛知県 西尾市役所

　

愛
知
県
の
南
部
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
西
尾
市
。
２
０
１
１
年
に

一
色
町
、
吉
良
町
、
幡
豆
町
と
合

併
し
現
在
の
規
模
に
な
っ
た
。
全

国
有
数
の
生
産
量
を
誇
る
抹
茶
や

う
な
ぎ
が
特
産
品
で
あ
る
。

　

西
尾
市
役
所
で
は
、
以
前
か
ら

照
明
の
間
引
き
や
空
調
管
理
な
ど

の
省
エ
ネ
活
動
、
ノ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
・
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
の
ク
ー
ル
ビ

ズ
を
取
り
入
れ
て
い
た
。そ
の
後
、

東
日
本
大
震
災
の
電
力
不
足
を
き

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

際
に
は
、
会
場
に
近
い
吉
良
支
所

で
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
用
。
市
役

所
全
体
で
は
、
特
産
物
や
イ
ベ
ン

ト
の
ロ
ゴ
を
プ
リ
ン
ト
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
製
作
し
、

そ
れ
を
職
員
が
着
用
す
る
こ
と
で

宣
伝
効
果
を
狙
っ
た
。
た
だ
し
、

着
用
は
任
意
。
希
望
者
は
実
費
で

購
入
す
る
が
、
多
く
の
職
員
が
こ

の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
所
有
し
て
い

る
。
職
員
が
一
丸
と
な
り
地
域
を

活
性
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ

う
だ
。

っ
か
け
に
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ

も
導
入
し
た
。
実
施
期
間
は
５
月

15
日
〜
10
月
31
日
。
毎
週
水
曜
日

を
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
す
る
制
度
も

あ
る
。
２
０
１
５
年
度
は
電
気
使

用
量
５
％
減（
２
０
１
２
年
度
比
）

と
具
体
的
な
節
電
目
標
を
設
定
し

て
い
る
。

　

ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
取
り

組
み
に
追
加
さ
れ
た
の
は
、
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
な
ど
に
よ
る
軽
装
だ
っ

た
。
そ
れ
も
単
な
る
軽
装
で
は
な

く
、
地
域
Ｐ
Ｒ
の
戦
略
を
盛
り
込

ん
だ
も
の
。
地
元
で
開
催
さ
れ
る

ー
ム
に
な
っ
て

お
り
、
西
尾
市

役
所
で
は
こ
れ

を
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
て
、
日
本

文
化
を
感
じ
ら

れ
る
ま
ち
と
し

て
一
層
の
Ｐ
Ｒ

を
進
め
て
い
き

た
い
考
え
だ
。

　

そ
う
し
た
活

動
で
、
今
後
も

市
民
一
人
ひ
と

り
が
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
い

く
。

一石二鳥のクールビズ
効果は省エネと地域ＰＲ

拝
見
！
拝
見
！

拝
見
！

エ
コ
現
場

　地球温暖化問題を背景に、
省エネルギーによるCO2 削
減を目的とした軽装化「クー
ルビズ」が始まって今年で１０
年がたつ。本格始動したのは
２００５年。だがそれ以前にも
省エネ効果を狙った軽装化の
試みはあった。最初は第２次
オイルショックの影響を受けた
１９７９年。「省エネルック」が
発表され、当時の大平正芳首
相自らが半袖スーツを着用し
宣伝した。しかし馴染みのな
いデザインは一般に定着しな
かった。よって今日の普及に
至るまで３０年以上を要したこ
とになる。クールビズが受け
入れられた一因は「ノーネク
タイ・ノージャケット」という
気軽さとファッション性を兼ね
備えた活動だったからだろう。

●クールビズの歴史●

く
。
続
く
３
、
４
年
生
で
は
干

潟
を
知
る
こ
と
が
テ
ー
マ
。
干

潟
の
生
物
を
「
貝
・
カ
ニ
・
植

物
・
魚
・
鳥
」
の
５
種
類
に
分

け
て
、
お
の
お
の
が
最
も
興
味

環境体験型
施設ナビ

vol.01

７
月
11
日
（
土
）

　

野
外
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験

７
月
18
日
（
土
）

　

夜
遊
び
探
検
隊 

セ
ミ
の
羽
化
観
察

夏
休
み
中
の
木
曜
と
金
曜

　

夏
休
み
工
作
（
予
約
制
、
お
盆
は
除
く
）

８
月
１
日
（
土
）〜 

３
日
（
月
）

　

風
の
子
キ
ャ
ン
プ
（
２
泊
３
日
）

８
月
23
日
（
日
）

　

ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
体
験

９
月
13
日
（
日
）

　

キ
ス
釣
り
体
験
教
室

９
月
26
日
（
土
）

　

お
月
見
会
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

近
日
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

アロマスターの廃熱利用

焙煎機

脱臭
装置

熱交
換機

外
気

バーナー

バーナー

排
熱

暖
気

焙煎機に廃熱利用の暖気を送るこ
とでバーナーの火力を抑えられる。
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日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１ - 

６ -

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

長
岡
営
業
所

新
潟
県
長
岡
市
今
朝
白
１ -

８  - 

18

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１ -

６ -

９

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１ -

９ -

４

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０ -

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２ -

５ -

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２ - 

29 -

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３ -

８ - 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17 -

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１ -

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11 -

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３ - 

15 - 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２ - 

15 -

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２ -

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11 - 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１ -

３ - 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６ -

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４ - 

14 -

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２ -

３ - 

20 

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８ -

３ -

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３ -

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２ -

１ - 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12 -

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２ - 

14 -

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
１ -

２ -

５

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１ -

１ - 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５ -

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18 -

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２
受
付 

９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

Techno View

Come on NewFace

日 本 テ クノ 社 内 情 報

新 卒 者 採 用 情 報

8
面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
c 

／ 

Ｑ
２
：
a 

／ 

Ｑ
３
：
b 

／ 

Ｑ
４
：
b 

今秋にかけて5出展

〜
９
日
（
金
）
の
「
エ

コ
テ
ク
ノ
２
０
１
５
」。

場
所
は
北
九
州
の
西
日

本
総
合
展
示
場
。
10
月

21
日（
水
）〜
23
日（
金
）

は
「
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
１

５
」。
滋
賀
県
立
長
浜

ド
ー
ム
で
開
催
。
10
月

27
日（
火
）〜
29
日（
木
）

に
は
「﹇
九
州
﹈
外
食

ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ィ
ー
ク
２

０
１
５
」
に
出
展
。
会

場
は
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福

岡
だ
。

　

さ
ら
に
11
月
初
旬
に

も
う
一
つ
。
11
月
４
日

（
水
）
〜
７
日
（
土
）

の
「
メ
ッ
セ
ナ
ゴ
ヤ
２

０
１
５
」。
会
場
は
ポ

ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
。

　

い
ず
れ
の
展
示
会

も
、
電
気
の
「
見
え
る

化
」
シ
ス
テ
ム
を
間
近

で
確
認
で
き
る
絶
好
の

機
会
だ
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
５

つ
の
展
示
会
へ
出
展
を

計
画
し
て
い
る
。

　

最
初
は
、
９
月
２
日

（
水
）
〜
４
日
（
金
）

に
神
奈
川
の
パ
シ
フ

ィ
コ
横
浜
で
開
催
さ
れ

る
「
第
26
回
全
国
介
護

老
人
保
健
施
設
大
会
」。

福
祉
施
設
で
の
効
果
的

な
省
エ
ネ
方
法
を
紹
介

す
る
。

　

続
く
10
月
は
３
つ
。

ま
ず
は
10
月
７
日（
水
）

日程：9月2日（水）～4日（金）
会場：パシフィコ横浜
主催：公益社団法人 全国老人保健施設協会

第26回 全国介護老人保健施設大会

日程：10月21日（水）～23日（金）
会場：滋賀県立長浜ドーム
主催：びわ湖環境ビジネスメッセ実行委員会

びわ湖環境ビジネスメッセ2015

日程：11月4日（水）～7日（土）
会場：ポートメッセなごや
主催：メッセナゴヤ実行委員会

メッセナゴヤ2015

日程：10月7日（水）～9日（金）
会場：西日本総合展示場
主催：福岡県、北九州市ほか

エコテクノ2015

日程：10月27日（火）～29日（木）
会場：マリンメッセ福岡
主催：［九州］外食ビジネスウィーク実行委員会

［九州］外食ビジネスウィーク2015

●入社動機
大学で芸術作品などの表現文化を学び
ました。その学習を経て私は、モノで
表すのではなく、自分自身を表現した
いと考え、営業職を目指しました。会
社研究を進める中で、アフターフォロー
による信頼から紹介へとつなげる日本テ
クノの営業スタイルを知り「これこそ私
がやりたい営業」と確信したんです。

●入社してみて
充実した研修が多く、どの先輩に質問を
しても親身に答えてくれる。入社したて
のころは不明な点が次々にクリアになっ
ていく毎日でした。忙しい日々ですが仕
事をしているという実感と、自分の成長
を自ら感じられる充実感があります。

　

今
回
は
名
古
屋
第
一
営
業
所
で
班
長
を
務
め
る
入
社
３
年
目
の
倉
元
梨
沙
の
一
日
。

突
然
の
予
定
変
更
に
も
落
ち
着
い
て
対
処
で
き
る
営
業
職
。
常
に
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い

明
る
さ
を
持
つ
。
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
に
は
少
し
胸
が
詰
ま
っ
た
。

椙
山
女
学
園
大
学
卒
業 

２
０
１
３
年
４
月
入
社

営
業
本
部　

西
日
本
営
業
部

愛
知
支
店　

名
古
屋
第
一
営
業
所

出
社
。本
日
の
訪
問
予
定
の
準
備
と
確
認
。

ペ
ア
で
訪
問
企
業
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
も
行
う
。

朝
礼
。
支
店
全
体
に
続
き
営
業
所
の
連
絡

や
報
告
。
電
力
業
界
に
つ
い
て
の
新
聞
記

事
を
皆
に
解
説
す
る
役
も
こ
な
し
た
。

営
業
所
出
発
。
今
日
も
安
全
運
転
で
。

Ａ
社
に
て
商
談
。
４
月
か
ら
担
当
に
な
っ

た
ユ
ー
ザ
ー
で
更
新
契
約
に
向
け
て
の
打

ち
合
わ
せ
。
更
新
前
に
見
積
書
の
提
出
を

約
束
し
、
退
出
。

次
の
営
業
エ
リ
ア
ま
で
移
動
し
昼
食
。

車
内
で
電
話
連
絡
。
Ｂ
社
訪
問
の
予
定
が

急
遽
変
更
に
。
次
の
約
束
ま
で
時
間
を
無

駄
に
せ
ず
他
の
顧
客
へ
ア
ポ
イ
ン
ト
。

Ｃ
社
訪
問
。
目
的
は
省
エ
ネ
活
動
の
進
捗

を
確
認
す
る
こ
と
。
以
前
に
勉
強
会
を
実

施
し
て
以
降
、
従
業
員
が
自
主
的
に
活
動

TimeLine

9:00

8:30

10:20

11:00

12:30

13:30

14:00

し
て
い
る
と
社
長
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
受

け
る
。「
君
が
教
え
て
く
れ
た
お
陰
だ
よ
」。

素
直
に
、
う
れ
し
か
っ
た
。　

Ｄ
社
訪
問
。
未
契
約
の
お
客
様
へ
サ
ー
ビ

ス
の
紹
介
。
興
味
は
持
っ
て
も
ら
え
た
の

で
翌
週
に
提
案
書
の
提
出
を
約
束
。
新
規

契
約
に
向
け
て
一
歩
前
進
。

D
社
退
出
。
本
日
の
結
果
を
メ
ー
ル
で
所

長
へ
報
告
し
、
営
業
車
で
帰
路
に
つ
く
。

帰
社
。

終
礼
。
本
日
の
報
告
を
し
て
情
報
共
有
。

月
初
に
立
て
た
目
標
の
達
成
度
を
全
員
で

チ
ェ
ッ
ク
。
気
に
な
る
点
を
お
互
い
に
指

摘
し
合
う
。

本
日
の
結
果
の
入
力
と
明
日
の
準
備
。
集

中
し
て
効
率
よ
く
作
業
を
進
め
る
。

退
社
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。
帰
っ
た
ら
、

お
い
し
い
ご
飯
食
べ
る
ぞ
！

TimeLine

15:30

17:50

17:00

18:15

18:40

19:20

　

冒
頭
の
挨
拶
で
馬
本
英
一
社

長
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
来
場

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
し

「
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
で
、
日

本
テ
ク
ノ
を
ま
す
ま
す
発
展
さ

せ
ま
す
」
と
語
っ
た
。
来
賓
を

代
表
し
て
相
模
原
商
工
会
議
所

名
誉
会
頭
の
河
本
洋
次
さ
ん
は

「
今
後
も
、
50
年
、
１
０
０
年

と
さ
ら
な
る
発
展
を
お
祈
り
し

ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

祝
賀
会
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
の
は
、
日
本
テ
ク
ノ
の
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
河
村
隆

一
さ
ん
。
14
名
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
よ
る
生
演
奏
、
河
村
さ
ん

自
身
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ

ブ
な
ど
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ら

で
は
の
華
や
か
な
演
出
で
、
４

時
間
に
わ
た
る
会
を
盛
り
上
げ

た
。
司
会
は
、
元
フ
ジ
テ
レ
ビ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
有
賀
さ
つ
き

さ
ん
。
河
村
さ
ん
と
の
息
の
合

っ
た
や
り
取
り
で
、
盛
大
な
会

を
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進

行
さ
せ
た
。

　

会
の
終
盤
に
は
、
河
村
さ
ん

が
作
詞
・
作
曲
し
た
社
歌
「
届

け
よ
う
君
と
」
を
合
唱
し
た
。

別
会
場
に
い
た
社
員
も
メ
イ
ン

広
間
に
集
結
し
、
全
員
で
熱
唱

し
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
は
大
野
則
和
副

社
長
。
日
本
テ
ク
ノ
が
保
守
・

省
エ
ネ
・
電
力
小
売
り
を
ト
ー

タ
ル
で
提
供
す
る
企
業
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
「
今
後
も
大
義

あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
て

い
く
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

採用係問い合わせ先

日本テクノ株式会社
管理部 採用窓口

0120-308-412
（受付時間 平日９:30～17:00）

k.saiyou@n-techno.co.jp

半
月
に
わ
た
る
新
卒
者
研
修
を
実
施

今後も特別セミナーなど充実研修

　

日
本
テ
ク
ノ
は
、
４
月
１
日

に
行
わ
れ
た
入
社
式
の
翌
日
２

日
か
ら
17
日
ま
で
約
半
月
に
わ

た
り
２
０
１
５
年
新
卒
社
員
対

象
の
研
修
を
実
施
し
た
。

　

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
は

も
ち
ろ
ん
、
会
社
の
沿
革
や
各

部
署
の
業
務
内
容
を
詳
細
に
伝

え
た
。
講
師
を
務
め
た
の
は
馬

本
英
一
社
長
を
筆
頭
に
各
部
署

の
管
理
職
社
員
。
管
理
部
、
保

安
部
、
技
術
サ
ー
ビ
ス
部
、
情

報
シ
ス
テ
ム
部
、
テ
ク
ノ
・
サ

テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
（
Ｔ
Ｓ

Ｏ
）、
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
を

は
じ
め
、
顧
客
対
応
の
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
も
行
っ
た
営
業
部

の
担
当
者
な
ど
が
登
壇
し
た
。

　

今
回
の
新
卒
者
研
修
で
は
業

務
に
直
接
関
連
す
る
も
の
だ
け

で
な
く
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講

義
や
安
全
運
転
講
習
、
個
人
情

報
保
護
と
い
っ
た
内
容
も
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
組
み
込
ん

だ
。
最
終
日
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
研
修
を
振
り
返
り
、
受
講
者

が
今
後
の
抱
負
を
発
表
。
そ
の

全
員
が
、
初
顔
合
わ
せ
の
と
き

よ
り
も
、
期
待
に
満
ち
た
輝
い

た
表
情
を
み
せ
て
い
た
。

　

研
修
を
経
た
新
卒
社
員
は
現

在
、
配
属
さ
れ
た
各
拠
点
で
、

先
輩
社
員
の
指
導
の
も
と
実
務

に
就
い
て
い
る
。
仕
事
の
現
場

で
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
身
に
つ

け
て
い
る
最
中
だ
。

　

新
卒
者
向
け
研
修
は
、
順
次

Ｔ
Ｓ
Ｏ
で
の
コ
ー
ル
業
務
研
修

な
ど
を
行
い
、
そ
の
後
は
馬
本

社
長
に
よ
る
特
別
セ
ミ
ナ
ー
も

聴
講
し
た
。
数
カ
月
後
に
は
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
な
ど
を
実

施
し
て
い
く
予
定
。

倉
元
梨
沙

20周年祝賀会大盛況

　

２
０
１
５
年
４
月
、
日
本
テ

ク
ノ
は
、
新
潟
県
長
岡
市
に
県

内
２
カ
所
目
と
な
る
「
長
岡
営

業
所
」
を
開
設
し
た
。
こ
れ
ま

で
高
崎
と
新
潟
の
２
つ
の
営
業

所
で
構
成
し
て
い
た
上
信
越
支

店
に
３
番
目
の
営
業
拠
点
が
で

き
た
。
営
業
所
新
設
に
先
立
つ

３
月
に
は
、
北
海
道
の
函
館
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
て

い
る
。
函
館
市
海
岸
町
に
あ
っ

た
オ
フ
ィ
ス
が
五
稜
郭
町
に
移

っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
連
絡
先
は

左
記
の
と
お
り
。

拠 点 情 報

長岡営業所開設
　

２
０
１
５
年
４
月
29
日
、

日
本
テ
ク
ノ
の
提
供
す
る
環

境
情
報
番
組
「
省
エ
ネ
の
達

人
『
企
業
編
』」（
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ

パ
ン
に
て
毎
週
水
曜
夜
９
時

54
分
か
ら
放
送
中
）
が
、
Ｇ

Ｗ（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
と
し
て
、
テ
レ

ビ
東
京
の
地
上
波
に
初
登
場

し
た
。
30
分
の
拡
大
版
だ
。

　

省
エ
ネ
研
究
所
の
所
長
に

扮
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
河

村
隆
一
さ
ん
が
、
調
査
員
役

の
リ
ポ
ー
タ
ー
・
浜
口
順
子

さ
ん
と
と
も
に
３
つ
の
企
業

の
省
エ
ネ
活
動
を
紹
介
し
て

い
く
内
容
。
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
に
一
般
財
団
法
人

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
理

事
の
判
治
洋
一
さ
ん
を
迎

え
、
３
社
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
解
説
を
加
え
た
。

　
「
見
え
る
化
の
推
進
」
や

「
マ
ン
ネ
リ
の
防
止
」
と
い

っ
た
省
エ
ネ
活
動
全
般
の
ポ

イ
ン
ト
に
も
言
及
し
、
企
業

だ
け
で
な
く
家
庭
で
も
生
か

せ
る
有
用
な
情
報
が
多
数
紹

介
さ
れ
た
。

長
岡
営
業
所
の
あ
る

長
岡
Ｄ
Ｎ
ビ
ル
。

　

２
０
１
５
年
４
月
３
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
、
日
本
テ
ク
ノ

設
立
20
周
年
を
記
念
す
る
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
約
２
８
０
名
、
日
本
テ
ク

ノ
協
力
会
・
日
電
協
の
技
術
者
約
４
３
０
名
、
社
員
約
４
４
０
名
の
総
勢
１
１
５
０

名
が
一
堂
に
会
し
て
、
節
目
の
時
を
祝
っ
た
。

日本テクノ提供番組 30分の拡大枠で

地上波に初登場
GWスペシャルは現在、番組サイト内のインターネット動画で公
開されている。ＵＲＬはhttp://eco-tatsujin.jp/2015gw

新
潟
県
長
岡
市
今
朝
白
１-

８-

18 

　
　
　
　

長
岡
Ｄ
Ｎ
ビ
ル
６
階

電
話 

０
２
５
８-

３
６-

３
５
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
５
８-

３
６-

３
５
８
１

開
設
日　

２
０
１
５
年
４
月
27
日

長
岡
営
業
所

函
館
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
移
転
先
）

北
海
道
函
館
市
五
稜
郭
町
33-

１

　
　

五
稜
郭
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル
８
階

電
話 

０
１
３
８-

３
３-

６
２
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
３
８-

５
２-

６
６
０
３

開
設
日　

２
０
１
５
年
３
月
30
日

君が教えてくれたお陰だよ

ONE
DAY

新卒入社社員の一日

展
示
会

新卒者研修で行った主な講義

社長訓示
馬本英一社長の2時間にわたる講義。日本テクノ
の歴史や自身のこれまでの経験などを語った。

電力事業部
日本テクノの電力事業が日本のエネルギー基盤を支
える基幹産業として活動していること、電力の安定
供給の重要性などを解説。電力システム改革の流
れや日本の送電ネットワーク、電源別発電コストの
比較なども。

保安部
保安部の主な業務内容や人員構成、業務提携する
「日本テクノ協力会・日電協」との関係を説明。電
気工作物の保安に関する法律についても触れた。

テクノ・サテライト・オフィス（TSO）
TSOの歩みや業務内容とともに、TSOが力を入
れている環境貢献活動などの取り組みも紹介した。

営業部
日本テクノが力を入れる省エネアフターフォロー
（GIFT）について、重要性やポイント、注意点を
解説。先輩社員によるロールプレイング後、新卒社
員も挑戦。実際の営業現場を疑似体験した。
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千葉・若葉区都賀 ◎ なかや第２ビル

　

Ｊ
Ｒ
・
総
武
本
線
と
千
葉
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
２
線
が
乗
り

入
れ
る
都
賀
駅
。
千
葉
市
若
葉

区
の
中
心
街
。
こ
の
駅
に
直
結

の
通
路
も
備
え
て
い
る
の
が

「
な
か
や
第
２
ビ
ル
」
で
あ
る
。

飲
食
店
や
雑
貨
店
、
歯
科
、
学

習
塾
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど

も
入
居
す
る
５
階
建
て
の
テ
ナ

ン
ト
ビ
ル
だ
。

　

１
年
ほ
ど
前
に
エ
コ
テ
ナ
ン

ト
を
導
入
す
る
ま
で
、
電
気
料

金
の
請
求
管
理
は
ビ
ル
を
所
有

す
る
有
限
会
社 

戸
村
本
店
の

代
表
取
締
役
・
戸
村
光
雄
さ
ん

が
自
ら
行
っ
て
い
た
。
戸
村
さ

ん
は
こ
の
ビ
ル
の
３
階
で
ま
ん

が
喫
茶
も
経
営
し
て
お
り
、
家

賃
の
請
求
な
ど
ビ
ル
管
理
業
務

も
並
行
し
て
こ
な
し
て
い
る
。

「
そ
の
中
で
も
、
電
気
料
金
の

計
算
は
本
当
に
細
か
な
作
業
で

頭
を
痛
め
て
い
た
ん
で
す
」。

　

ビ
ル
が
で
き
た
の
は
２
０
０

０
年
。
以
来
10
年
以
上
、
戸
村

さ
ん
は
、
そ
の
細
か
な
作
業
を

続
け
て
き
た
。
料
金
計
算
に
必

要
な
各
テ
ナ
ン
ト
の
子
メ
ー
タ

ー
の
検
針
は
、
ビ
ル
清
掃
な
ど

を
委
託
し
て
い
る
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
会
社
に
任
せ
て
い
る
。

戸
村
さ
ん
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会

社
か
ら
上
が
っ
て
き
た
検
針
の

数
字
を
、
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す

る
。
も
ち
ろ
ん
入
居
し
て
い
る

全
店
舗
の
ぶ
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ

電気代請求が10年来の大きな負担だった
日程調整が難しかった旅行の計画も今はスムーズに

東京都大田区 ◎ 株式会社 永野紙興

　

東
京
都
大
田
区
に
本
社
を

置
く
株
式
会
社 

永
野
紙
興
は
、

資
源
の
有
効
利
用
と
適
正
処
理

を
行
う
廃
棄
物
処
理
の
企
業
。

１
９
６
７
年
の
創
業
以
来
、
誠

実
と
信
用
第
一
を
心
掛
け
た
事

業
を
進
め
、
会
長
の
永
野
孝
さ

ん
は
、
紺
綬
褒
章
も
受
け
て
い

る
。
職
場
環
境
改
善
に
も
積
極

的
で
２
０
１
４
年
７
月
、
日
本

テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
の
気
化
熱
式
省

エ
ネ
冷
風
機
（
以
下
、冷
風
機
）

を
導
入
し
た
。

　
「
夏
は
エ
ア
コ
ン
と
扇
風
機

を
併
用
し
て
い
ま
し
た
が
効
果

が
出
ず
、
厳
し
い
暑
さ
の
中
で

従
業
員
に
は
大
変
な
思
い
を
さ

せ
て
い
ま
し
た
。
対
策
を
探
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
環
境
市
場
新

聞
で
冷
風
機
を
見
つ
け
た
」
と

永
野
さ
ん
は
話
す
。
天
井
が
高

く
仕
切
り
の
な
い
広
い
工
場

は
、エ
ア
コ
ン
の
効
き
が
悪
く
、

扇
風
機
は
生
暖
か
い
風
を
送
る

だ
け
だ
っ
た
の
だ
。

　

冷
風
機
は
、
水
分
を
含
ん
だ

冷
却
パ
ッ
ド
に
風
を
当
て
て
、

水
の
気
化
と
同
時
に
冷
気
を
つ

く
る
構
造
。
最
大
約
８
㍍
の
向

こ
う
ま
で
冷
風
を
届
け
る
力
が

あ
る
。
工
場
や
倉
庫
な
ど
エ
ア

コ
ン
が
効
き
に
く
い
空
間
で
威

写真右側の冷風機からの風で体感温度は３～５℃下げられる。

代表取締役の戸村光雄さん。

電
灯
と
動
力
が
あ
り
、
共
用
ス

ペ
ー
ス
も
配
慮
し
な
く
て
は
い

け
な
い
。
し
か
も
、
電
気
は
季

節
料
金
や
燃
料
調
整
費
な
ど
月

ご
と
の
変
動
も
あ
る
。
そ
の
度

ご
と
に
計
算
ソ
フ
ト
の
設
定
を

変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

請
求
書
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ

も
毎
月
同
じ
時
期
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
、
電
力
会
社

か
ら
建
物
全
体
の
電
気
料
金
請

求
が
遅
れ
る
と
、
個
別
の
金
額

は
計
算
で
き
な
い
。
テ
ナ
ン
ト

に
対
し
て
申
し
訳
な
い
と
感
じ

つ
つ
、
電
力
会
社
か
ら
の
請
求

を
待
つ
こ
と
も
度
々
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
エ
コ
テ
ナ
ン

ト
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
さ
れ

た
。
料
金
計
算
か
ら
請
求
管

理
ま
で
す
べ
て
代
行
し
て
く
れ

る
。
こ
れ
な
ら
長
年
の
苦
労
か

ら
解
放
さ
れ
る
と
戸
村
さ
ん
は

導
入
を
決
め
た
。

　
「
今
は
本
当
に
楽
に
な
り
ま

し
た
。
以
前
は
、
こ
の
作
業
が

あ
っ
た
の
で
、
旅
行
の
日
程
を

組
む
の
も
難
し
か
っ
た
ん
で

す
。
お
陰
さ
ま
で
、
つ
い
先
日

も
北
陸
へ
旅
行
に
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
」。

　

こ
れ
ま
で
は
、
印
刷
機

器
な
ど
を
設
置
し
て
い
る

作
業
場
内
の
空
い
た
ス
ペ

ー
ス
に
置
い
て
い
た
。
そ

の
場
合
、
作
業
場
の
す
べ

て
（
１
２
６
０
立
方
㍍
）

を
温
度
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
、
エ
ア
コ
ン
の
負
荷

も
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で

工
場
増
設
の
際
、
保
管
庫

を
つ
く
り
、
一
箇
所
に
置

く
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
な

ら
、
温
度
管
理
す
る
空
間

は
以
前
の
約
５
分
の
１
。

エ
ア
コ
ン
の
消
費
電
力
は

半
減
し
た
。

　

加
え
て
、
乾
燥
設
備
で

使
用
す
る
紫
外
線
ラ
ン
プ

の
数
を
減
ら
す
取
り
組
み

な
ど
も
行
い
、
ト
ー
タ
ル

で
工
場
増
設
で
も
消
費
電

力
を
以
前
と
同
じ
水
準
に

保
つ
こ
と
が
で
き
た
。

「大洞印刷 株式会社」
工場増設も電気使用量はほぼ変わらず！ フィルムの保存法が省エネのポイントです

【第 198回】2014 年 4月16日放送分
　

工
場
の
増
設
で
生
産
量

を
倍
増
さ
せ
な
が
ら
、
以

前
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
電

気
使
用
量
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
の
が
、
岐
阜
県
本
巣

市
に
あ
る
大
洞
印
刷 

株

式
会
社
だ
。
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
１
日
10
万
枚
生
産

す
る
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
工
場
。
こ
こ
で
は
資
材

で
あ
る
フ
ィ
ル
ム
を
20
〜

25
℃
の
温
度
で
保
管
す
る

必
要
が
あ
る
。

資材の保管場所を見直し

い
以
前
の
状
況
で
の
室
外

機
の
周
辺
温
度
は
35
℃
だ

っ
た
。
そ
こ
に
、
こ
の
店

で
行
っ
て
い
る
工
夫
を
施

す
と
31
℃
に
下
が
っ
た
。

工
夫
と
は
、
日
よ
け
ネ
ッ

ト
と
よ
し
ず
で
室
外
機
を

囲
い
、
日
影
を
つ
く
る
取

り
組
み
だ
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら

せ
な
い
。
つ
く
っ
た
囲
い

に
打
ち
水
を
し
て
気
化
熱

で
冷
や
す
。
す
る
と
、
温

度
は
26
℃
に
ま
で
下
降
。

　

こ
れ
ま
で
は
熱
い
ま
ま

の
空
気
を
取
り
込
ん
で
い

た
た
め
、
エ
ア
コ
ン
の
運

転
効
率
は
悪
か
っ
た
。
そ

れ
を
冷
や
し
た
空
気
に
変

え
る
こ
と
で
効
率
が
改

善
。
設
定
温
度
を
控
え
目

に
し
て
も
快
適
な
室
温
を

保
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「株式会社 池延 そうざい男しゃく」
エアコンの室外機に一工夫！ 省エネで人気の味と価格を守ります

【第 208回】2014 年 6月25日放送分
　

茨
城
県
常
陸
大
宮
市
に

あ
る
手
づ
く
り
総
菜
の
店

「
そ
う
ざ
い
男
し
ゃ
く
」。

夏
場
は
揚
げ
物
の
調
理
に

使
用
す
る
フ
ラ
イ
ヤ
ー
が

室
温
を
上
昇
さ
せ
る
た

め
、
複
数
台
の
エ
ア
コ
ン

で
温
度
管
理
を
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
室
外
機

へ
の
対
策
で
、
電
気
使
用

量
を
約
９
％
削
減
し
た
。

　

番
組
内
で
計
測
し
た
と

こ
ろ
、
何
も
対
策
を
し
な

室外機に日よけと打ち水

種
に
入
れ
替
え
た
。
こ
の

設
備
改
善
に
よ
る
省
エ
ネ

の
効
果
は
大
き
い
が
、
こ

こ
で
は
さ
ら
に
有
効
活
用

す
る
た
め
の
手
間
を
加
え

て
い
る
。

　

社
内
の
温
度
変
化
の
デ

ー
タ
を
エ
ア
コ
ン
に
記
憶

さ
せ
、
そ
れ
を
分
析
し
、

細
か
な
稼
働
設
定
を
し

た
。「
○
曜
日
の
○
〜
○

時
で
は
出
力
を
80
％
に
、

○
時
以
降
は
稼
働
停
止
」

と
い
う
具
合
。
快
適
性
を

維
持
し
な
が
ら
、
最
も
効

率
の
良
い
運
転
を
自
動
で

行
わ
せ
た
の
だ
。
ま
た
、

蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の

交
換
も
行
っ
た
が
、
そ
こ

に
も
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し

て
、
明
る
い
場
所
で
は
自

動
で
照
度
を
落
と
す
よ
う

設
定
を
加
え
て
い
る
。

「株式会社 富建」
「無理をしない、させない！」がキーワード　省エネしながら快適な環境を実現しました

【第 220回】2014 年 9月17日放送分
　

暑
さ
を
我
慢
し
て
エ
ア

コ
ン
の
設
定
温
度
を
上
げ

よ
う
│
│
そ
ん
な
無
理
強

い
す
る
節
電
で
は
な
く
、

快
適
な
職
場
環
境
を
保
ち

な
が
ら
、
省
エ
ネ
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
、
長
崎

県
大
村
市
に
あ
る
株
式
会

社 

富
建
。

　

こ
れ
ま
で
30
年
以
上
前

の
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
て

い
た
が
、
そ
れ
を
社
内
す

べ
て
の
箇
所
で
最
新
の
機

最新機器で効率よく

番組バックナンバー配信中
http://eco-tatsujin.jp/

暑いときほど冷風の効果を実感
気化熱式省エネ冷風機が快適な作業空間をつくる

技術者をたずねて技術者をたずねて

エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート

れ
。
夜
間
、
誰
も
い
な
い

店
内
で
動
く
エ
ア
コ
ン
の

無
駄
を
な
く
し
た
い
と
、

店
長
が
率
先
し
て
入
念
な

確
認
作
業
を
始
め
た
。
す

る
と
、
閉
店
時
だ
け
で
な

く
営
業
時
間
中
の
省
エ
ネ

意
識
も
高
ま
り
、
小
ま
め

な
温
度
管
理
の
取
り
組
み

に
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

た
だ
し
、
来
店
客
の
快

適
性
が
第
一
。
店
内
の

混
雑
具
合
や
そ
の
日
の

天
気
、
窓
ぎ
わ
の
温
度
差

な
ど
を
適
宜
確
認
し
な
が

ら
、
小
ま
め
に
設
定
温
度

の
変
更
や
ス
イ
ッ
チ
の
オ

ン
オ
フ
を
行
う
。
仕
込
み

の
時
間
は
最
低
限
の
エ
ア

コ
ン
稼
働
、
掃
除
の
と
き

に
は
作
業
す
る
場
所
だ
け

照
明
を
つ
け
る
よ
う
に
も

し
て
い
る
。

「Pasta＆Pizza PATAPATA 富士店」
きっかけは夜間の待機電力　目配り、気配りの省エネを実施しています

【第 242回】2015 年 2月18日放送分
　

店
に
出
勤
し
て
す
ぐ
に

５
台
あ
る
エ
ア
コ
ン
を
つ

け
、
閉
店
ま
で
そ
の
ま
ま

稼
働
さ
せ
る
。
今
ま
で
の

そ
ん
な
習
慣
を
変
え
た
結

果
、
電
気
使
用
量
が
約
13

％
削
減
で
き
た
。
静
岡
県

富
士
市
に
あ
る
イ
タ
リ
ア

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｐ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
富
士
店
」
の

省
エ
ネ
効
果
だ
。

　

活
動
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
エ
ア
コ
ン
の
消
し
忘

店内を見回し、小まめな温度管理

企業と電気をつなぐ「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ

省エネ設備導入事例省エネ設備導入事例

力
を
発
揮
す
る
。
キ
ャ
ス
タ
ー

付
き
で
移
動
が
可
能
な
う
え
、

操
作
も
簡
単
。
ス
イ
ン
グ
・
風

量
・
冷
風
の
各
ボ
タ
ン
で
作
業

場
所
に
応
じ
た
設
定
が
で
き
、

リ
モ
コ
ン
も
付
属
さ
れ
る
。
消

費
電
力
は
３
０
０
㍗
で
１
時
間

当
た
り
の
電
気
代
は
約
７
円
だ

（
４
馬
力
相
当
の
業
務
用
エ
ア

コ
ン
に
比
べ
約
10
分
の
１
）。

　

永
野
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
冷

風
機
の
機
能
を
確
認
す
る
と
、

す
ぐ
に
５
台
の
購
入
を
決
め
、

大
田
区
の
城
南
島
工
場
へ
２

台
、
残
り
の
３
台
を
綾
瀬
市
と

川
崎
市
の
工
場
に
導
入
し
た
。

　

工
場
に
置
い
た
冷
風
機
は
作

業
箇
所
に
向
け
ら
れ
、
従
業
員

か
ら
は
「
暑
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
冷
風
の
効
果
を
実
感
で
き

る
。
夏
に
は
大
変
重
宝
し
て
い

ま
す
」
と
喜
ば
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
冷
風
機
か
ら
の
風
を

直
接
皮
膚
に
当
て
る
使
い
方
は

体
感
温
度
を
３
〜
５
℃
下
げ
る

効
果
が
あ
る
。
ま
た
工
場
内
に

風
が
循
環
す
る
の
で
臭
気
対
策

と
し
て
も
効
果
が
高
い
。

　
「
価
格
も
手
頃
で
し
た
。
大

き
な
設
備
改
善
は
簡
単
に
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
冷
風
機
な

ら
負
担
は
わ
ず
か
。
そ
の
割
に

す
ぐ
効
果
が
出
る
の
で
満
足
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
小

ま
め
に
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
を

し
て
大
切
に
使
用
し
て
い
き
ま

す
」
と
永
野
さ
ん
。
同
社
で
は

今
年
の
夏
も
、
冷
風
機
が
作
業

空
間
を
快
適
に
し
て
い
る
。

　BS ジャパン（BS デジタル 7ch テレビ東京系）
にて毎週水曜夜 9 時 54 分から放映中の「省エネ
の達人『企業編』」。この番組で紹介されたエコノ
ウハウを紹介していく。今回は「工夫を凝らした
エアコン運用方法」にスポットを当て、お手本に
なる放送回をピックアップした。下に掲載した４
回分も含め、過去の放送を再生できるウェブサイ
トもある。URLは左記。誰でも無料で視聴可能だ。

会長の永野孝さん。

日本テクノ協力会・日電協 名古屋02グループ ◎ 森部直民さん

アミテック 株式会社 小牧工場 製造本
部副部長の柴田健二さん（左）と。

　

そ
の
森
部
さ
ん
の
姿
勢
に
共

感
す
る
の
が
ア
ミ
テ
ッ
ク 

株
式

会
社 

小
牧
工
場 

製
造
本
部
副
部

長
の
柴
田
健
二
さ
ん
。「
森
部
さ

ん
の
話
は
本
当
に
わ
か
り
や
す

く
、
私
た
ち
に
も
理
解
で
き
る
言

葉
で
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。
改

修
が
必
要
な
箇
所
は
、
そ
の
ま

ま
に
す
る
と
ど
ん
な
事
故
に
つ

な
が
る
か
、
実
際
の
事
例
を
も

と
に
示
し
て
く
れ
る
た
め
、
怖

さ
が
十
分
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」。

　

１
９
４
９
年
の
創
業
以
来
、

工
作
機
械
の
製
造
・
販
売
を
手

が
け
る
同
社
。
工
場
に
は
大
型

の
製
造
機
器
が
所
せ
ま
し
と
並

び
、
年
式
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。
そ

れ
だ
け
に
森
部
さ
ん
も
妥
協
し

な
い
。
電
気
設
備
に
不
具
合
が

見
つ
か
る
と
原
因
が
わ
か
る
ま

で
工
場
に
滞
在
す
る
。

　

日
頃
か
ら
担
当
者
だ
け
で
な

く
、
従
業
員
と
も
し
っ
か
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

森
部
さ
ん
へ
の
信
頼
は
厚
い
。

「
す
べ
て
を
任
せ
て
い
る
森
部
さ

ん
の
言
う
こ
と
だ
か
ら
全
員
が

納
得
し
て
協
力
し
ま
す
」
と
柴

田
さ
ん
が
言
え
ば
、「
信
頼
と
責

任
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
も
っ

と
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
身
が
引

き
締
ま
り
ま
す
」
と
森
部
さ
ん

も
白
い
歯
を
見
せ
る
。

　

電
気
管
理
技
術
者
と
し
て
生

涯
現
役
を
貫
い
た
父
の
影
響
を

受
け
、
身
体
が
動
く
限
り
は
業

務
を
続
け
る
と
い
う
森
部
さ
ん
。

妥
協
な
き
安
全
の
追
求

は
今
後
も
続

い
て
い
く
。

　

今
回
た
ず
ね
た
の
は
、
名
古

屋
02
グ
ル
ー
プ
所
属
の
森
部
直

民
さ
ん
。
大
学
院
を
卒
業
後
、

自
衛
隊
へ
入
隊
す
る
と
55
歳
で

定
年
退
官
す
る
ま
で
、
東
京
を

中
心
に
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

沖
縄
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
で
の

勤
務
を
経
験
。
そ
の
後
、
民
間

の
ビ
ル
管
理
会
社
で
実
務
経
験

を
積
み
、
60
歳
で
電
気
管
理
技

術
者
の
資
格
を
取
得
。
２
０
０

８
年
に
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・

日
電
協
へ
入
会
し
た
。

　

入
会
後
ま
も
な
く
、
そ
の
後

の
業
務
姿
勢
を
決
定
づ
け
る
出

来
事
が
あ
っ
た
。
点
検
の
際
、

書
類
を
挟
ん
だ
バ
イ
ン
ダ
ー
の

金
具
が
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
低

圧
側
ブ
レ
ー
カ
ー
の
隙
間
に
入

る
と
い
う
不
注
意
だ
。「
知
識
や

技
術
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
場

で
の
危
機
管
理
能
力
が
足
り
な

い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ

の
一
件
で
、
電
気
の
怖
さ
を
身

を
も
っ
て
経
験
し
、
安
全
へ
の

使
命
感
が
、
よ
り
強
く
な
り
ま

し
た
」。

　

そ
ん
な
経
験
も
あ
り
、
日
々

の
点
検
業
務
で
は
、
顧
客
に
電

気
の
怖
さ
を
伝
え
、
設
備
管
理

の
重
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
重
き
を
置
く
。

設
備
改
修
に
か

か
わ
る
指

摘
な
ど
は

顧
客
の
同

意
を
得
な
け

れ
ば
、
意
味
を

な
さ
な
い
か
ら
だ
。

安全の追求に決して妥協しない姿勢 ──

電気の怖さ、設備管理の重要性を共有
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導入事例

SMARTMETER ＥＲＩＡ

ＥＲＩＡ＆ ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ

※「SMARTMETER」「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ」は日本テクノ（株）の登録商標です。
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51kW
　

静
岡
県
富
士
市
に
あ
る
リ

ム
ス
ポ
ー
ツ
は
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ジ
ム
と
ゴ
ル
フ
練
習
場

を
併
設
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
。「
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
に

栄
養
を
！
」
を
合
言
葉
に
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
は
じ
め
、
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス

ン
や
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
コ
ー
ス
が
揃
う
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
に
よ
る
電

気
の
「
見
え
る
化
」
で
「
設

備
の
使
い
方
が
変
わ
り
ま
し

た
」
と
話
す
の
は
代
表
取
締

役
の
小
山
泰
弘
さ
ん
。
そ
れ

ま
で
一
斉
点
灯
し
て
い
た
ゴ

ル
フ
練
習
場
の
照
明
は
５
段

階
に
分
け
て
つ
け
る
よ
う
に

し
た
。
①
階
段
②
１
階
打
席

③
１
階
通
路
と
２
階
打
席
④

２
階
通
路
⑤
フ
ィ
ー
ル
ド
用

の
ハ
ロ
ゲ
ン
照
明
│
│
暗
く

今
で
は
利
用
者
の
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
朝
一
番
と
午

後
の
２
回
に
限
定
。
夜
間
の

稼
働
は
、
凍
結
防
止
の
た
め

に
必
要
な
冬
場
の
み
に
す
る

こ
と
で
、
電
気
使
用
量
の
大

き
な
削
減
に
つ
な
げ
た
。

　

省
エ
ネ
の
意
識
は
各
ス
タ

ッ
フ
の
間
に
も
浸
透
し
て
い

る
。
仕
事
の
持
ち
場
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
際
に
、
ト

イ
レ
や
更
衣
室
な
ど
を
見
回

っ
て
、
そ
の
都
度
、
人
の
い

な
い
場
所
は
ま
め
に
消
灯
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
施
設
全

体
に
無
駄
を
省
こ
う
と
い
う

気
持
ち
が
広
が
っ
て
い
る
。

一
斉
点
灯
だ
っ
た
照
明
は

５
段
階
に
分
け
る
ル
ー
ル
に

水
路
ポ
ン
プ
の
稼
働
も
見
直
し

静岡県富士市大淵 553
TEL 0545（35）0760
URL　http://lim-sc.com/
設立 ● 1988年4月
従業員数 ● 20名
事業内容 ● スポーツクラブ・ゴルフ練習場

株
式
会
社 

リ
ム
ス
ポ
ー
ツ

な
り
や
す
い
順
だ
。
点
灯
の

順
番
は
決
め
た
が
、
つ
け
る

タ
イ
ミ
ン
グ
は
各
ス
タ
ッ
フ

が
自
分
の
目
で
見
て
判
断
す

る
。
そ
の
際
、
点
灯
時
間
は

表
に
記
入
。
こ
れ
で
情
報
共

有
が
で
き
、
季
節
や
天
気
に

よ
る
違
い
も
わ
か
り
、
電
気

使
用
の
予
測
に
も
役
立
つ
。

　

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
回
収
に

は
水
路
を
利
用
し
て
い
る

が
、
そ
こ
で
使
う
ポ
ン
プ
の

運
用
方
法
も
見
直
し
た
。
以

前
は
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
を
気

に
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
、

一
日
に
４
〜
５
回
ポ
ン
プ
を

稼
働
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
が

グリーンサービス

スペース

ほしのさと

おもちゃのあおき リムスポーツ

メモリアルホールみよの杜

マルマサミート

五龍館

削
減

契約
電力

株式会社 リムスポーツ

48.5%削減電　力
使用量

　
「
省
エ
ネ
活
動
は
昼
休
み

の
消
灯
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も

意
識
は
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
後
、
電

気
が
見
え
る
化
さ
れ
る
と
思

っ
て
い
た
ほ
ど
の
効
果
が
な

か
っ
た
と
実
感
し
〝
省
エ
ネ

し
て
い
た
つ
も
り
〞
だ
っ
た

の
が
わ
か
っ
た
」
と
話
す
の

は
株
式
会
社 

ス
ペ
ー
ス 

生

産
管
理
部 

生
産
管
理
課
の

副
部
長
・
岩
尾
雅
巳
さ
ん
。

同
社
は
、
設
計
か
ら
金
型
製

作
・
成
型
、
基
板
実
装
、
製

品
組
立
ま
で
社
内
で
一
貫
生

産
す
る
監
視
カ
メ
ラ
レ
ン

ズ
の
専
門
メ
ー
カ
ー
。
東
京

都
三
鷹
市
の
本
社
に
は
、
開

発
、
生
産
管
理
、
品
質
保
証
、

営
業
部
門
と
金
型
製
作
部
門

が
あ
り
、
栃
木
県
の
大
田
原

工
場
で
は
主
に
レ
ン
ズ
の
加

工
、
製
品
組
立
を
行
う
。
大

田
原
工
場
で
先
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

を
導
入
し
、
大
き
な
効
果
が

表
れ
、
２
０
１
３
年
４
月
に

本
社
で
も
採
用
し
た
。

　

岩
尾
さ
ん
が
デ
マ
ン
ド
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
を
確
認
す
る

と
、
午
前
中
の
９
〜
10
時

に
ピ
ー
ク
が
来
る
と
わ
か
っ

た
。「
空
調
の
立
ち
上
げ
と
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
の
成
形

機
の
稼
働
が
重
な
る
の
が
原

因
だ
と
判
断
し
、
対
策
を
検

討
し
た
ん
で
す
」。

　

電
力
消
費
量
の
多
い
大
型

の
成
形
機
は
３
台
あ
る
。
そ

の
中
の
１
台
で
も
、
稼
働
の

時
間
帯
を
夜
間
に
ず
ら
せ
れ

ば
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
は
大
き

く
下
げ
ら
れ
る
。
だ
が
そ
れ

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
産
工

程
を
根
本
か
ら
見
直
す
必
要

が
あ
る
。
岩
尾
さ
ん
は
、
現

場
の
製
造
担
当
者
の
意
見
を

何
度
も
聞
き
、
過
去
の
傾
向

も
分
析
し
て
、
成
形
機
の
運

用
時
間
を
変
更
す
る
新
た
な

生
産
計
画
を
立
て
た
。
計
画

は
実
行
さ
れ
、
同
時
に
ピ
ー

ク
時
の
警
報
対
策
な
ど
も
進

み
、
契
約
電
力
は
96
㌔
㍗
か

ら
57
㌔
㍗
へ
と
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

導
入
前
に
比
べ
39
㌔
㍗
も
の

削
減
量
が
導
き
出
さ
れ
た
。

ピ
ー
ク
の
「
見
え
る
化
」
で

デ
マ
ン
ド
抑
制
の
対
策
を
検
討

生
産
計
画
の
見
直
し
へ東京都三鷹市井口1-21-47

TEL 0422（31）8110
URL　http://www.spacecom.co.jp/
設立 ● 1984年 1月
従業員数 ● 120名
事業内容 ● 工業用レンズ製造

株
式
会
社 

ス
ペ
ー
ス

株式会社 スペース

（2009年 2014年）

　
「
お
も
ち
ゃ
の
あ
お
き
」

は
、
１
８
８
０
年
（
明
治
13

年
）
創
業
の
節
句
用
品
・
お

も
ち
ゃ
問
屋
「
あ
お
き
」
を

母
体
と
す
る
お
も
ち
ゃ
専
門

店
グ
ル
ー
プ
。
最
近
は
長
崎

県
外
に
も
店
舗
を
増
や
し
、

経
費
削
減
が
課
題
だ
っ
た
。

　
「
約
３
年
前
、
店
舗
の
増

加
に
あ
た
り
経
費
削
減
を
真

剣
に
考
え
始
め
ま
し
た
。
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
を
検
討
し

た
の
で
す
が
、
当
時
は
ま
だ

費
用
が
高
く
断
念
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
の
は

店
舗
開
発
な
ど
を
担
当
す
る

杉
本
修
一
さ
ん
。
だ
が
同
じ

こ
ろ
日
本
テ
ク
ノ
か
ら
電
気

の
「
見
え
る
化
」
の
提
案
を

受
け
、
そ
れ
な
ら
大
き
な
投

資
も
な
く
実
行
で
き
る
と
判

断
。
２
０
１
２
年
６
月
、
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
。

　

こ
こ
の
電
力
ピ
ー
ク
は
冬

場
。
空
調
を
い
か
に
効
率
的

に
稼
働
さ
せ
る
か
が
成
否
を

分
け
る
。
そ
こ
で
使
用
状
況

の
分
析
な
ど
を
も
と
に
、
次

の
よ
う
な
細
か
な
運
用
ル
ー

ル
を
策
定
し
た
。
①
８
：
00

／
朝
出
勤
時
に
２
階
の
空
調

を
入
れ
る
（
21
℃
設
定
）
②

９
：
45
／
店
舗
側
が
空
調
を

入
れ
る
の
で
２
階
は
送
風
に

③
11
：
00
／
２
階
が
寒
い
場

合
は
空
調
を
入
れ
る
④
12
：

00
／
空
調
を
切
る
⑤
13
：
00

／
２
階
が
空
調
を
入
れ
る
の

で
１
階
は
送
風
…
…
。
詳
細

な
ル
ー
ル
だ
が
行
動
は
明

確
。
毎
日
の
繰
り
返
し
で
、

や
が
て
習
慣
化
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
２
０
１
４
年
７

月
、
投
資
回
収
期
間
と
の
折

り
合
い
が
つ
き
、
念
願
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
を
導
入
。
蛍
光
灯
２
１

４
本
を
交
換
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

は
点
灯
時
の
発
熱
が
少
な
い

た
め
、
電
力
の
削
減
に
加
え

夏
の
暑
さ
も
軽
減
さ
れ
た
。

　

同
社
は
２
０
１
３
年
11
月

に
改
装
し
売
り
場
を
拡
張
し

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
空
調

の
運
用
改
善
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

よ
っ
て
、
電
気
の
削
減
効
果

を
生
み
出
し
て
い
る
。

空
調
稼
働
ル
ー
ル
を
策
定

Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
も
効
果
を
上
げ

売
り
場
拡
張
で
も
電
力
削
減

長崎県佐世保市大塔町1984
TEL　0956（33）7000
URL　http://www.aoki-toy.co.jp/cms/
創業 ● 1880年
従業員数 ● 70名
事業内容 ● 玩具・節句用品の卸、小売

株式会社 あおき　おもちゃのあおき

株
式
会
社 

あ
お
き　

お
も
ち
ゃ
の
あ
お
き

11kW
11kW

52kW

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

8.2%

11.8%

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

（2012年 2014年）

（2012年 2013年）

（2012年 2014年）

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
の
き
っ
か

け
は
「
商
売
は
抜
き
で
電
気

の
こ
と
を
聞
い
て
ほ
し
い
と

い
う
熱
意
あ
る
日
本
テ
ク
ノ

の
営
業
さ
ん
の
ア
プ
ロ
ー
チ

で
し
た
」
と
グ
リ
ー
ン
サ
ー

ビ
ス 

株
式
会
社 

千
葉
工
場

長
の
鈴
木
良
忠
さ
ん
は
言
っ

た
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
焙
煎
を

手
が
け
る
同
社
。
生
豆
の
選

別
、
焙
煎
、
粉
砕
、
包
装
ま

で
を
行
い
、
箱
詰
め
し
て
出

荷
。
需
要
の
増
加
で
、
生
産

量
も
確
実
に
増
え
て
お
り
、

電
気
代
の
上
昇
は
仕
方
な
い

と
考
え
て
い
た
と
き
だ
。

　
「
で
も
、
そ
の
営
業
さ
ん

は
電
気
料
金
の
仕
組
み
か
ら

保
安
点
検
ま
で
丁
寧
に
話
し

て
く
れ
、
削
減
の
ポ
イ
ン
ト

や
見
え
る
化
の
重
要
性
を
十

分
理
解
さ
せ
て
く
れ
た
。
増

え
る
の
は
仕
方
な
い
と
思
っ

て
い
た
の
が
、
逆
に
減
ら
せ

る
…
…
」。
そ
こ
で
鈴
木
さ

ん
は
、
な
か
な
か
タ
イ
ミ
ン

グ
が
合
わ
な
か
っ
た
本
社
へ

の
稟
議
を
前
に
、
教
わ
っ
た

取
り
組
み
を
試
し
て
み
た
。

　

空
調
の
一
斉
立
ち
上
げ
を

や
め
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
、

必
要
な
時
間
だ
け
稼
働
す

る
。
夏
場
の
空
調
設
定
温
度

を
作
業
に
支
障
の
出
な
い
範

囲
で
上
げ
、
扇
風
機
を
併
用

す
る
。
そ
ん
な
空
調
管
理
の

省
エ
ネ
を
続
け
た
翌
月
、
鈴

木
さ
ん
は
電
力
会
社
か
ら
の

請
求
書
を
見
て
驚
く
。
デ
マ

ン
ド
が
30
㌔
㍗
も
減
り
、
生

産
量
は
増
え
て
い
る
の
に
電

気
使
用
量
が
前
年
比
15
％
も

減
っ
て
い
た
。
効
果
を
実
感

し
た
鈴
木
さ
ん
は
、そ
の
後
、

導
入
の
手
続
き
を
進
め
、「
見

え
る
化
」
に
よ
る
確
実
な
デ

ー
タ
を
確
認
し
な
が
ら
省
エ

ネ
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　
「
私
自
身
の
理
解
が
深
ま

る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
取
り

組
み
は
、
す
で
に
習
慣
化
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
ス
タ
ッ

フ
に
は
無
理
を
さ
せ
ま
せ

ん
。
汗
だ
く
で
作
業
す
る
よ

う
な
省
エ
ネ
で
は
長
続
き
は

し
ま
せ
ん
か
ら
」。

導
入
前
に
効
果
を
実
感

理
解
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
省
エ
ネ
活
動

千葉県八街市八街へ 204-4
TEL　043（444）7471
設立 ● 1990年2月
従業員数 ● 14名
事業内容 ● コーヒー豆の加工・卸売

グリーンサービス 株式会社　千葉工場

グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社　

千
葉
工
場

30kW 削
減

契約
電力

18.5%削
減

電　力
使用量
（2013年10月～11月 2014年10月～11月）（2012年9月～翌年4月 2013年9月～翌年4月）

（2012年6月～翌年5月 2013年6月～翌年5月）

（2013年 2014年）

当
初
の
警
報
に
よ
る
行
動
が

今
で
は
よ
り
能
動
的
に

採
光
状
況
で
の
点
灯
・
消
灯
も

　

山
口
県
下
松
市
に
あ
る

「
ほ
し
の
さ
と
」
は
51
の
居

室
と
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
完
備
し
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
。
２

０
０
６
年
に
増
築
し
た
木
の

ぬ
く
も
り
を
生
か
す
新
館
が

入
居
者
へ
の
温
か
い
心
配
り

を
感
じ
さ
せ
る
。

　
「
社
会
福
祉
法
人
な
の
で
、

施
設
の
運
営
費
は
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
収
入
が
増
や
せ
な

い
ぶ
ん
経
費
削
減
を
、
と
考

え
省
エ
ネ
を
始
め
ま
し
た
」

と
語
る
の
は
総
務
課
長
の
増

田
剛
一
郎
さ
ん
。
日
本
テ
ク

ノ
か
ら
、
電
気
料
金
の
仕
組

み
な
ど
の
話
を
聞
き
、
工
夫

次
第
で
入
居
者
に
迷
惑
を
か

け
ず
経
費
削
減
が
で
き
る
と

思
い
、
２
０
１
３
年
９
月
に

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

帯
で
採
光
状
況
が
違
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
日

の
差
す
状
態
に
よ
っ
て
判
断

し
、
照
明
の
点
灯
と
消
灯
を

行
う
よ
う
に
し
た
。

　

照
明
ス
イ
ッ
チ
に
は
シ
ー

ル
を
貼
っ
た
。「
☆
」
マ
ー

ク
は
夜
間
の
み
使
用
で
昼
間

消
灯
。「
△
」
は
来
客
用
ス

ペ
ー
ス
を
表
し
、
使
用
時
以

外
は
消
灯
。
廊
下
な
ど
の
24

時
間
点
灯
す
る
場
所
は
優
先

し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
交
換
し

た
。
巡
回
で
は
入
居
者
の
様

子
に
も
目
を
配
り
、
少
し
で

も
快
適
な
施
設
づ
く
り
に
役

立
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

山口県下松市生野屋南1-13-1
TEL　0833（45）3100
URL　http://kudamatsuheiseikai.jimdo.com/
設立 ● 1999年8月
従業員数 ● 94名
事業内容 ● 特別養護老人ホーム

社会福祉法人くだまつ平成会 特別養護老人ホーム ほしのさと

9 kW

39kW

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

社
会
福
祉
法
人
く
だ
ま
つ
平
成
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

ほ
し
の
さ
と

18.4%

30.8%

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

代表取締役の小山泰弘さん。

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導
入
し
た
。

　

最
初
は
、
日
本
テ
ク
ノ
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
も

と
に
基
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら

取
り
組
ん
だ
。「
手
軽
に
始

め
ら
れ
る
も
の
か
ら
試
し
、

全
体
に
周
知
し
よ
う
と
考
え

ま
し
た
。
最
初
は
〝
警
報
が

鳴
っ
た
ら
行
動
〞
と
い
う
流

れ
。
で
も
や
っ
て
い
く
と
、

細
か
な
無
駄
づ
か
い
に
気
づ

き
始
め
、
よ
り
能
動
的
な
活

動
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」。

　

増
田
さ
ん
は
施
設
内
の
巡

回
中
に
電
気
の
使
用
状
況
も

確
認
す
る
よ
う
に
な
る
。
す

る
と
、
同
じ
場
所
で
も
時
間

（2011年12月～翌年11月 2013年12月～翌年11月）

（2007年7月～翌年6月 2013年7月～翌年6月）

（2013年 2014年）

（2012年 2014年）

作
業
工
程
の
見
直
し
で

空
調
稼
働
を
不
要
に

デ
マ
ン
ド
も
使
用
量
も
削
減

和歌山県和歌山市和佐関戸25-2
TEL　073（477）5757
設立 ● 2000年12月
従業員数 ● 28名
事業内容 ● 食料品卸売

株式会社 マルマサミート

株
式
会
社 

マ
ル
マ
サ
ミ
ー
ト

エ
ネ
意
識
は
向
上
し
た
。

　

商
品
出
荷
時
の
作
業
工
程

の
変
更
も
、
省
エ
ネ
活
動
の

一
つ
。
こ
の
工
程
変
更
の
実

施
で
、
倉
庫
と
ト
ラ
ッ
ク
搬

出
口
を
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
と
呼
ば
れ
る
広
い
ス
ペ

ー
ス
の
空
調
を
切
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
工
程
は
、
出

荷
す
る
商
品
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
に
揃
え
て
仮
置
き
し
、

伝
票
を
つ
く
り
、
ト
ラ
ッ
ク

に
積
む
と
い
う
順
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
温
度
管
理
で
空
調
稼
働

が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
流
れ

を
変
更
し
、
商
品
を
倉
庫
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
に
直
接
積
み
、

伝
票
は
そ
の
後
に
作
成
す
る

よ
う
に
し
た
。
こ
れ
で
、
基

本
的
に
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

空
調
が
不
要
に
な
る
。
た

だ
、
安
全
性
に
万
全
を
期
す

た
め
、
夏
場
は
朝
一
番
で
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
あ
る
程
度

冷
や
し
て
、
ピ
ー
ク
前
に
空

調
を
切
る
と
い
う
対
策
も
行

　

国
産
牛
肉
や
豚
肉
を
扱
う

食
肉
卸
売
事
業
を
展
開
す
る

和
歌
山
県
和
歌
山
市
の
株

式
会
社 

マ
ル
マ
サ
ミ
ー
ト
。

冷
凍
・
冷
蔵
倉
庫
と
加
工
場

を
併
設
す
る
格
付
認
定
工
場

で
、
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
を

は
じ
め
、
卸
売
業
者
へ
の
販

売
も
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
12
月
の
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
導
入
を
契
機
に
省

エ
ネ
活
動
を
本
格
化
。
代
表

取
締
役
社
長
の
北
川
美
智
也

さ
ん
に
よ
る
声
掛
け
や
日
本

テ
ク
ノ
担
当
者
に
よ
る
勉
強

会
の
実
施
な
ど
で
社
内
の
省

っ
て
い
る
。

　

省
エ
ネ
意
識
の
高
ま
り
に

よ
り
、
人
の
い
な
い
場
所
の

部
分
消
灯
、
空
調
と
扇
風
機

の
併
用
な
ど
は
日
常
風
景
に

な
っ
た
。
休
憩
や
昼
食
時
に

は
製
造
機
械
の
電
源
と
照
明

の
オ
フ
が
徹
底
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
活
動
に
よ
り
、
デ
マ

ン
ド
も
使
用
量
も
大
き
く
削

減
で
き
て
い
る
。

マ
ル
マ
サ
ミ
ー
ト
の
外
観
。

ホ
テ
ル
五
龍
館
の
外
観
。

代表取締役社長の北川美智也さん。

施設課長の武田勝利さん。

　

ホ
テ
ル
五
龍
館
は
長
野
県

北
安
曇
郡
の
白
馬
三
山
の
ふ

も
と
、
白
馬
八
方
温
泉
街
に

あ
る
５
階
建
て
の
温
泉
ホ
テ

ル
。37
の
客
室
に
露
天
風
呂
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
揃
う
宿

に
は
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
も

ち
ろ
ん
、
夏
登
山
や
秋
の
紅

葉
な
ど
四
季
を
通
し
て
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　
「
今
考
え
る
と
、
電
気
を

ど
れ
だ
け
無
駄
づ
か
い
し
て

い
た
か
…
…
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の

導
入
が
、
電
気
の
使
い
方
だ

け
で
な
く
施
設
全
体
を
見
直

す
き
っ
か
け
を
く
れ
ま
し

た
」
と
話
す
の
は
施
設
課
長

の
武
田
勝
利
さ
ん
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
警
報
に
対
応

す
る
た
め
、
大
型
と
小
型
の

各
２
台
あ
る
空
調
稼
働
の
組

み
合
わ
せ
を
、
モ
ニ
タ
ー
の

電
力
使
用
量
を
見
な
が
ら
試

行
錯
誤
。
よ
う
や
く
「
大
型

２
台
を
朝
か
ら
継
続
稼
働
、

ピ
ー
ク
時
に
は
小
型
の
オ
ン

オ
フ
で
調
整
」
と
い
う
答
え

を
見
つ
け
出
し
た
。

　

効
果
が
即
座
に
確
認
で
き

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
武
田
さ

ん
は
、
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
実
行
に
移
す
。
ロ

ビ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
照
明

は
宿
泊
客
が
利
用
す
る
直
前

ま
で
つ
け
な
い
こ
と
を
徹

底
、
長
時
間
使
用
す
る
照
明

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
入
れ
替
え
。
ハ

ロ
ゲ
ン
電
球
を
使
用
し
て
い

た
場
所
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
切
り

替
え
工
事
が
必
要
な
た
め
、

自
分
で
ロ
ン
グ
ソ
ケ
ッ
ト
を

つ
け
て
、
消
費
電
力
の
少
な

い
電
球
に
交
換
（
ソ
ケ
ッ
ト

の
単
価
は
１
個
数
十
円
程
度

だ
っ
た
）。
低
層
階
の
階
段

の
壁
に
は
周
辺
の
観
光
情
報

な
ど
を
掲
示
す
る
こ
と
で
、

自
然
に
階
段
の
利
用
を
促

し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
稼
働

を
抑
え
る
。

　

電
気
の
省
エ
ネ
活
動
か
ら

波
及
し
て
給
湯
用
ボ
イ
ラ
の

運
用
も
見
直
し
、
灯
油
の
消

費
量
も
削
減
し
た
。
武
田
さ

ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
無
駄
の

排
除
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
見
え
る
化
」は
電
気
だ
け
で
な
く

施
設
全
体
の
設
備
運
用
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た

長野県北安曇郡白馬村大字北城 3353
TEL　0261（72）5011
URL　http://www.goryukan.jp/
設立 ● 1951年
従業員数 ● 16名
事業内容 ● 温泉ホテル

株式会社 五龍館

株
式
会
社 

五
龍
館

杉本修一さん。

代表取締役の佐藤正男さん。

「
お
も
ち
ゃ
の
あ
お
き
」
の
外
観
。

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ
（スマートクロック）」を導入している企業の省エネ活動にスポットを当てる導入事例集。
今回は、福島、千葉、東京、長野、静岡、和歌山、山口、長崎の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。

　

福
島
県
い
わ
き
市
に
あ
る

「
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
み
よ

の
杜
」
は
、
遺
族
の
思
い
出

に
残
る
セ
レ
モ
ニ
ー
に
な
る

よ
う
、
真
心
を
込
め
て
故
人

を
送
る
葬
儀
場
。
地
域
に
根

ざ
し
た
企
業
と
し
て
８
月
最

終
日
曜
日
の
恒
例
「
御
代
夏

ま
つ
り
」
の
運
営
も
行
う
。

地
域
住
民
と
と
も
に
施
設
駐

車
場
で
開
催
す
る
祭
り
は
、

縁
日
コ
ー
ナ
ー
や
、
い
わ
き

地
方
特
有
の
「
じ
ゃ
ん
が
ら

念
仏
盆
踊
り
」
な
ど
、
夏
の

風
物
詩
と
し
て
欠
か
せ
な
い

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導
入
し
た
の

は
２
０
１
３
年
１
月
。
導
入

前
、
日
本
テ
ク
ノ
の
営
業
担

当
か
ら
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
電
気
料
金
の
仕
組
み

な
ど
を
聞
い
た
代
表
取
締
役

の
佐
藤
正
男
さ
ん
は
、
基
本

料
金
が
変
動
す
る
こ
と
に
驚

き
、
請
求
書
を
確
認
す
る
と

９
月
に
契
約
電
力
が
上
が
っ

て
い
る
こ
と
を
知
る
。「
こ

れ
以
上
あ
げ
な
い
た
め
に
も

導
入
を
決
め
ま
し
た
」。

　

契
約
電
力
増
加
で
考
え
ら

れ
る
一
番
の
要
因
は
「
御
代

夏
ま
つ
り
」
だ
。
会
場
の
駐

車
場
で
は
通
常
の
外
灯
の
ほ

か
、
祭
り
の
ち
ょ
う
ち
ん
用

の
電
気
も
使
う
。
模
擬
店
の

冷
凍
・
冷
蔵
庫
、
カ
キ
氷
機

や
ビ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
な
ど
も

多
く
の
電
気
を
消
費
し
、
施

設
ロ
ビ
ー
の
空
調
も
稼
働
さ

せ
る
。
佐
藤
さ
ん
は
、「
見

え
る
化
」
の
導
入
を
き
っ
か

け
に
、
年
に
一
度
の
こ
の
負

荷
増
が
１
年
間
を
通
し
た
基

本
料
金
の
値
上
げ
に
つ
な
が

る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

仕
組
み
と
原
因
が
わ
か
れ

ば
対
策
は
立
て
ら
れ
る
。
２

０
１
３
年
の
夏
祭
り
に
は
発

電
機
を
レ
ン
タ
ル
し
た
。「
そ

の
後
１
年
の
契
約
電
力
上
昇

を
考
え
る
と
、
レ
ン
タ
ル
費

用
は
安
い
も
の
で
す
」。
こ

れ
で
前
年
記
録
し
た
デ
マ
ン

ド
ピ
ー
ク
１
３
２
㌔
㍗
に
対

し
78
㌔
㍗
で
乗
り
切
れ
た
。

対
応
策
を
導
い
た「
見
え
る
化
」

デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
の
要
因
は

地
域
貢
献
の
夏
祭
り

福島県いわき市鹿島町御代字赤坂 22-1
TEL　0246（76）0202
URL　http://miyonomori.com/
設立 ● 1996年1月
従業員数 ● 13名
事業内容 ● 葬儀場

株式会社 みよ乃杜　メモリアルホールみよの杜

株
式
会
社 

み
よ
乃
杜　

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
み
よ
の
杜

54kW 削
減

契約
電力

15.9%削
減

電　力
使用量

（2013年 2014年）

（2012年9月～翌年8月 2013年9月～翌年8月）

「
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
み
よ
の
杜
」
の
外
観
。

（2013年1月～12月 2014年1月～12月）

工場長の鈴木良忠さん。

生産管理部副部長の岩尾雅巳さん。

総務課長の増田剛一郎さん。
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企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

芝蘭之化 しらんのか ─ 4 ─
　
「
埼
玉
県
の
私
立
高
校
サ

ッ
カ
ー
部
員
二
十
数
名
が
韓

国
で
集
団
万
引
き
」
し
た
と

い
う
事
件
が
過
日
マ
ス
コ
ミ

で
報
道
さ
れ
た
。
渡
韓
の
目

的
は
現
地
の
高
校
と
の
親
善

試
合
だ
っ
た
。
ソ
ウ
ル
の
東

大
門
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
で
チ
ー
ム
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
を
着
た
ま
ま

の
犯
行
。「
店
員
が
い
な
い

か
ら
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
ほ

か
の
部
員
が
盗
ん
だ
の
を
見

て
、
自
分
も
で
き
る
と
思
っ

た
」。
人
間
は
集
団
に
影
響

を
受
け
る
。
芝し

蘭ら
ん

之の

化か

だ
。

出
勤
前
で
店
員
が
い
な
い
９

店
を
回
り
、
総
額
28
万
円
相

当
の
ベ
ル
ト
や
財
布
な
ど
70

点
余
り
を
盗
ん
だ
と
い
う
。

　

サ
ッ
カ
ー
は
、
試
合
の
流

れ
の
中
で
、
選
手
一
人
ひ
と

り
が
役
割
を
理
解
し
、
何
を

ど
う
す
べ
き
か
考
え
、
行
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
団

体
競
技
と
は
い
え
各
人
が
自

立
し
て
い
る
の
だ
。
指
導
者

は
そ
れ
を
日
常
の
練
習
で
教

え
込
ん
で
い
る
は
ず
だ
。
な

の
に
、
犯
行
に
か
か
わ
っ
た

部
員
の
中
の
誰
一
人
と
し
て

「
犯
罪
行
為
だ
か
ら
、
や
め

よ
う
！
」と
言
っ
て
い
な
い
。

記
者
会
見
で
副
校
長
は
、「
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
申
し

訳
な
い
。
生
徒
を
厳
し
く
指

導
し
た
い
」
と
謝
罪
し
た
。

そ
の
高
校
に
人
間
教
育
と
い

う
指
導
の
面
が
欠
け
て
い
た

と
い
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い

だ
ろ
う
。

　

２
０
１
３
年
に
女
子
柔
道

の
強
化
選
手
が
指
導
者
の
暴

力
を
告
発
し
た
と
き
選
手
側

の
サ
ポ
ー
ト
役
を
し
た
山
口

香 

筑
波
大
学
大
学
院
准
教

授
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い

る
。「
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ

プ
や
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神

が
身
に
つ
く
よ
う
に
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
そ
れ
は
過
信

で
す
。
柔
道
の
創
始
者
・
嘉

納
治
五
郎
先
生
は
『
柔
道
の

技
の
稽
古
を
何
万
回
や
っ
た

と
こ
ろ
で
人
は
育
た
な
い
。

人
間
教
育
は
別
建
て
で
教
え

な
さ
い
』と
言
っ
て
い
ま
す
。

柔
道
を
稽
古
す
る
意
味
や
人

と
し
て
ど
う
生
き
る
か
は
言

葉
で
し
っ
か
り
と
教
え
る
べ

き
。
だ
か
ら
嘉
納
先
生
は
形

や
乱
取
り
の
稽
古
に
加
え

『
講
義
』
と
『
問
答
』
を
と

て
も
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
指

導
者
と
門
弟
が
対
話
を
重
ね

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」。

　

芝
蘭
之
化
だ
。
韓
国
で
の

集
団
万
引
き
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
今
の
時
代
、
人
間

教
育
の
重
要
性
が
世
に
問
わ

れ
た
事
件
で
も
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
人
間
教
育
の

重
要
性
が
世
に
問
わ
れ
て
い
る

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
企
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

木の香り漂う〈しおり〉プレゼント
正解者の中から抽選で 50 名の方に、日本テクノ特製「復興支援しおり」
をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ下記あて先までご郵送ください。また、インターネットのサイ
ト「Eco News Web Magazine」からも応募できます。下記 URL にアク
セスして当コーナー応募フォームのリンクをクリックし、画面の指示
に従いご応募ください。なお、発表は賞品の発送をもって代えさせて
いただきます。締め切りは 2015 年 9 月 25 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【Eco News Web Magazine】http://econews.jp/ ※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は

小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

河 村 隆 一 の エ コ ス タ デ ィ
　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
40
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。〈
答
え
は
４
面
に
掲
載
〉

環境問
題

常識テ
スト

1992年の地球サミットで採択
された「双子の条約」と呼ばれ
るもののうち、地球温暖化対
策に関するものはどれ？

a
b
c
d

生物多様性条約

ストックホルム条約

気候変動枠組み条約

ラムサール条約

Question
1

1992年の地球サミットで採択
された「双子の条約」の一つ
は地球温暖化対策に関する条
約。では、もう一つは？

a
b
c
d

生物多様性条約

ストックホルム条約

気候変動枠組み条約

ラムサール条約

Question
2

2015 年末の気候変動枠組み
条約第 21回締約国会議では、
新たな国際的枠組みが決定す
る。この会議の開催場所は？

a
b
c
d

日本の京都

フランスのパリ

ペルーのリマ

ブラジルのリオデジャネイロ

Question
3

気候変動に関する政府間パネ
ル（IPCC）が最新の報告書
で採用している温暖化の想定
パターンは？

a
b
c
d

SRESシナリオ

ＲＣＰシナリオ

ＩＰＣＣシナリオ

COPシナリオ

Question
4

テクノユーザー

復興への歩み

24Scene

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
５
つ
の
文

字
を
組
み
合
わ
せ
エ
コ
に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま

す
。
そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
、
生
ゴ
ミ
が
堆
肥

に
な
り
ま
す
。

復興支援しおり

実はよく知らないのに、今さら聞くのも恥ずかしい……そん
な言葉を、環境活動家としても知られる河村隆一さんが調べ、
やさしく答えるこのコーナー。今回は、これから迎える季節を、
やっかいな状態にしてしまう現象について。

優しい木の香りがうれしい
日本テクノ特製の〈しおり〉
です。素材は国内杉の間
伐材。賞品のセット作業は
東日本大震災で大きな被害
を受けた宮城県南三陸町
で行いました。

50名
抽選で

⑩

●タテのカギ●
①  高校球児のバッティングは
みんなフ○○○○○。

②  ゴーヤで日よけをする緑の
○○テン。

③  海の上を飛ぶ魚、○○○オ。
⑤  大人のメニューはまだ無理。
○○○マランチ。

⑦  次の温暖化対策は○○○京
都議定書。

⑨  オゾン層を破壊、フロ○○ス。

●ヨコのカギ●
②  虫取りの定番、クワガタ虫
と○○○虫。

④  助けてぇ～。エ○○○エス。
⑥  ジャンケン、ポン。ア○○
デショ。

⑦  弾の代わりに水が出る。ミ
ズテッ○○。

⑧  ソーダ水ともいう。しゅわ
しゅわのタ○○○○イ。

⑩  感謝の言葉。アリ○○○。

このコーナーで取り上げてほしい環境関連の用語を
募集しています。ご応募は日本テクノ「河村隆一の
エコスタディ」係まで。環境用語と連絡先を明記の
うえハガキでご送付ください。ウェブサイト（http://
econews.jp/）からも応募できます。

　

こ
ん
に
ち
は
、河
村
隆
一
で
す
。

　

少
し
う
っ
と
う
し
く
な
っ
て
し

ま
う
梅
雨
が
明
け
れ
ば
、
本
格
的

な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
バ
カ
ン

ス
に
最
適
な
楽
し
い
季
節
で
す

が
、
都
会
に
住
む
人
に
と
っ
て
は

気
の
重
い
現
象
に
悩
ま
さ
れ
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
が「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
」

現
象
。
都
市
の
気
温
が
郊
外
よ
り

も
高
く
な
る
現
象
で
す
。
気
温
の

分
布
を
表
す
図
を
描
く
と
、
高
温

の
地
域
が
都
市
部
を
中
心
と
し
て

島
の
よ
う
に
現
れ
る
の
で
、「
熱

の
島
＝
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
」
と

し
、
こ
の
人
工
排
熱
は
前
の
２
つ

の
原
因
よ
り
比
較
的
、
影
響
は
少

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
少

し
で
も
抑
え
る
身
近
な
対
策
に
は

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
で
緑
を
増
や

す
、
打
ち
水
で
路
面
を
冷
や
す
、

無
理
な
い
省
エ
ネ
で
人
工
排
熱
を

減
ら
す
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
小
さ
な
取
り
組
み
も
、
み
ん

な
で
実
行
す
れ
ば
大
き
な
力
に
な

り
ま
す
。
協
力
し
て
酷
暑
を
乗
り

越
え
た
い
で
す
ね
。

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
市
の
気
温
を
上
げ
る
原
因
は

主
に
３
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
地

表
面
が
、
建
物
や
舗
装
に
よ
っ
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら

は
土
や
田
園
、森
林
な
ど
に
比
べ
、

太
陽
の
熱
を
受
け
温
度
が
高
く
な

り
や
す
い
の
で
す
。も
う
一
つ
は
、

建
物
な
ど
が
密
集
し
て
い
る
こ

と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
風
の
通
り
道

を
ふ
さ
ぎ
、
熱
が
溜
ま
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
３
つ
目
は
排
熱
。
空

調
の
室
外
機
や
自
動
車
、
工
場
な

ど
か
ら
出
さ
れ
る
熱
で
す
。
た
だ

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
っ
て
何
？

第四十一回

　

福
島
県
福
島
市
で
創
業
50
年
の
縫

製
業
を
営
む
株
式
会
社 

サ
ン
レ
デ
ィ
。

時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
品
質
に
こ
だ

わ
る
。
厳
し
い
経
営
環
境
で
も
納
期
順

守
の
体
制
を
維
持
し
続
け
る
企
業
。
震

災
か
ら
今
に
至
る
ま
で
の
苦
労
を
取
締

役
専
務
の
渡
辺
裕
二
さ
ん
に
聞
い
た
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
は
「
も
の
す

ご
い
揺
れ
と
停
電
、
断
水
の
た
め
、
揺

れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
全
員
で
帰
宅
し
ま

し
た
」
と
渡
辺
さ
ん
は
振
り
返
る
。
復

電
し
た
３
日
後
の
月
曜
日
に
全
従
業
員

の
半
数
に
当
た
る
１
０
０
名
が
出
社
し

た
。
社
内
を
片
づ
け
な
が
ら
、
受
注
残

の
縫
製
作
業
を
進
め
る
。
電
気
は
復
旧

し
た
が
、
水
道
は
ま
だ
。
隣
接
す
る
研

修
生
の
寮
で
は
地
下
水
を
使
用
し
て
い

た
の
で
、
水
槽
タ
ン
ク
を
利
用
し
運
ん

で
使
っ
た
。
そ
の
後
の
ガ
ソ
リ
ン
不
足

で
出
社
で
き
る
従
業
員
が
減
っ
て
く

る
。
契
約
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
か
ら
少

し
ず
つ
給
油
し
て
も
ら
い
送
迎
バ
ス
を

走
ら
せ
た
。

　

震
災
か
ら
１
週
間
、
原
発
事
故
の
報

道
を
耳
に
し
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
通

常
営
業
を
再
開
し
よ
う
と
し
た
と
き
、

中
国
か
ら
の
研
修
生
30
名
が
帰
国
し
て

し
ま
う
。
そ
れ
で
も
ほ
か
の
従
業
員
が

揃
い
本
格
稼
働
を
始
め
た
矢
先
の
４
月

ご
ろ
か
ら
、
注
文
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
続

い
た
。お
そ
ら
く
風
評
被
害
の
影
響
だ
。

一
時
は
仕
事
量
が
半
分
に
な
っ
た
。

　

中
国
の
研
修
生
で
５
月
末
に
戻
っ
て

き
た
の
は
14
名
。
小
さ
い
子
ど
も
の
い

る
家
庭
で
は
他
県
へ
の
避
難
、
家
族
の

受 注と人 材 確 保に風 評 被 害 の 壁

事
情
な
ど
か
ら
、
従
業
員
数
が
１
７
０

名
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

縫
製
は
完
全
な
自
動
化
が
で
き
な

い
。技
術
を
習
得
し
た
人
材
が
必
要
だ
。

だ
が
風
評
被
害
と
除
染
作
業
へ
の
人
の

集
中
で
採
用
活
動
は
厳
し
い
。
以
前
は

中
国
か
ら
毎
年
10
名
を
３
年
間
の
研
修

生
と
し
て
迎
え
て
い
た
が「
フ
ク
シ
マ
」

と
場
所
を
告
げ
た
だ
け
で
そ
の
人
数
が

確
保
で
き
な
い
年
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
懸
命
な
経
営
努
力
を
続

け
、
多
く
の
縫
製
業
が
集
ま
る
福
島
市

で
約
２
０
０
名
の
従
業
員
の
雇
用
を
守

り
な
が
ら
、
最
近
や
っ
と
軌
道
に
乗
っ

て
き
た
。

　

そ
れ
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
業
界
の

動
き
も
あ
る
。
２
０
１
５
年
１
月
、
日

本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
協
議
会
は
、
日

本
の
素
晴
ら
し
い
技
術
力
と
創
造
性
の

周
知
を
目
的
に
「J

∞QUALITY

商
品

認
証
事
業
」
を
立
ち
上
げ
た
。
認
証
し

た
純
国
産
の
衣
料
品
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

タ
グ
を
つ
け
、
世
界
に
向
け
て
知
ら
し

め
る
。
渡
辺
さ
ん
の
会
社
も
認
証
を
取

得
す
る
予
定
だ
。
こ
れ
か
ら
は
震
災
を

乗
り
越
え
て
つ
な
い
だ
確
か
な
技
術

を
、
広
く
世
界
に
発
信
し
て
い
く
。

震
災
を
越
え
、技
術
力
を
世
界
に

取締役専務の渡辺裕二さん。

優しい木の香りがうれしい

50名
抽選で

⑩

おばあちゃんの

知恵袋
　

ひ
ま
わ
り
が
日
に
日
に
背

を
伸
ば
す
、
活
気
と
熱
気
に

あ
ふ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
が

活
躍
す
る
こ
の
時
期
、
電
気

が
な
い
江
戸
時
代
の
人
々
が

ど
ん
な
風
に
過
ご
し
て
い
た

か
ご
存
じ
で
す
か
。

　

照
明
は
も
っ
ぱ
ら
油
な
ど

を
燃
や
し
た
炎
の
光
に
頼
っ

て
い
た
こ
の
こ
ろ
は
、
夜
明

け
と
と
も
に
起
き
、
日
が
沈

む
の
と
同
時
に
寝
る
の
が
一

般
的
で
し
た
。
早
い
う
ち
に

仕
事
を
終
わ
ら
せ
て
、
夕
涼

み
を
し
な
が
ら
眠
り
に
つ
い

た
そ
う
で
す
よ
。

　

太
陽
の
動
き
に
合
わ
せ
た

生
活
は
現
代
で
は
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
い
つ

も
よ
り
少
し
早
く
寝
て
、
早

く
起
き
る
朝
型
生
活
な
ら

ば
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。気
温
が
低
く
、

明
る
い
時
間
か
ら
１
日
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
れ
ば
、
夜
の
消

費
電
力
も
抑
え
ら
れ
「
三
文

の
得
」
な
ら
ぬ
「
環
境
の
得
」

で
す
。
利
点
は
ま
だ
あ
り
ま

す
よ
。
朝
は
読
書
や
勉
強
に

も
最
適
と
い
わ
れ
て
い
て
、

朝
の
15
分
間
は
、
夜
の
１
時

間
に
も
相
当
す
る
く
ら
い
集

中
力
や
記
憶
力
、
思
考
力
が

ア
ッ
プ
す
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
江
戸
時

代
の
人
た
ち
は
、
風
鈴
や
鈴

虫
、
金
魚
や
朝
顔
な
ど
、
五

感
で
「
涼
」
を
感
じ
な
が
ら

暑
さ
を
や
わ
ら
げ
て
い
ま
し

た
。
暮
ら
し
の
中
に
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
を
取
り
入
れ

て
、
地
球
に
も
カ
ラ
ダ
に
も

健
康
的
な
夏
を
過
ご
し
た
い

で
す
ね
。

早寝早起きは「環境」の得

サイトには、おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグ
ッズのつくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさん。月1回のメー
ルマガジンでは、更新情報やメルマガ限定｢おばあちゃんへの質問コ
ーナー」をお届けしています。同サイトにて購読を登録ください。

検 索日本テクノ　おばあちゃんの知恵袋

http://econews.jp/idea

おばあちゃんの特製手ぬぐいをプレゼント !!
くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募
いただいた方の中から抽選で毎月10名様に、おばあちゃんの
特製手ぬぐいをプレゼント！　投稿内容は選考のうえ、本紙また
はウェブサイトにて紹介させていただきます。
応募方法〈はがき〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テクノ「お
ばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉下記ウェ
ブサイトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

タンスの引き出しの一番下に新聞紙を敷
いて、その上に服を重ねています。それだ
けで湿気を取ることができます。

福島県・デカ黒さん

今回はこんな知恵を提供していただきました！


